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機能およびシステム構成

図 1 ： タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 構成

測定システム
タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 は、 エン ド レスハウザー製タ ン クゲージに最大 40 タ ン ク
センサに接続可能で、 中、 小規模タ ン ク フ ァームと し て最適です。
プロサーボ NMS5/7、 またはタ ン クサイ ド モニ タ NRF590 に接続し、 タ ン クのレベル、
温度、 密度等に関するデータの収集と表示を行い、 レベルと温度のデータ と併せて容
積の計算と表示を同時に行います。

NRM571 のシステム構成
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書をよ く 読んで内容を理解し た後に行なって下さい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ とは固 く お断り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ とがあり ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤り、 記載も

れなどお気付きのこ とがあ り ま し たら当社営業所・サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡

下さい。

●本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護 ・ 安全のため当該製品を取り扱う際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された

場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用するシンボルマークは下記の通り です。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡し た り、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあり ます。

図記号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源をいれて下さい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂きご使用下さい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って下さい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なって く だ さい。

返却時には必ず添付 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書と製品を必ず一緒

に送り く だ さい。

必要事項を記入し て頂かない限り、 ご依頼をお受けする こ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て下さい。

本機器を安全にご使用いただ く ために

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なっ て頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ るよ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

返品理由／ Process data

型式 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Type of instruments:） （Serial number:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties ：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がないこ と を こ こに
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送り になる前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送り下さい。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物 ：
（Process matter:）

使用洗浄液名 ：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全 / 洗浄確認依頼書をすべて記入し て頂かない限り、 ご依頼を
お受けする こ とができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive

安全 / 洗浄確認依頼書



タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

Endress+Hauser 5

目 　 次

安全に関する注記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6
1.1 使用目的  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6
1.2 設置、 試験、 操作  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6
1.3 製品取扱い上の注意  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6
1.4 操作の安全性  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6
1.5 修理依頼  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7
1.6 廃棄  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7
1.7 エン ド レスハウザー ジ ャパン株式会社

の連絡先  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7
1.8 安全に関する表記規則と記号 . . . . . . . . . . . . . . .  8

各部の名称 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
2.1 装置の表示  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9
2.2 型式  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10
2.3 納入品目  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
2.4 ド キュ メ ン ト   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
2.5 CE マーク、 適用宣言  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
2.6 登録商標  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11
2.7 ソ フ ト ウ ェ ア履歴  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11

設置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12
3.1 製品の受入、 搬送、 保管  . . . . . . . . . . . . . . . . .  12
3.2 設置条件  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12
3.3 電気接続  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  13
3.4 装置の接続  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  14
3.5 配線  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15

運転 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
4.1 運転準備  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  16
4.2 運転  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  16

マ ト リ ッ クステーブル . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23

初期調整 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29
6.1 基本設定項目と方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  29
6.2 センサとの通信設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  32

その他の機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
7.1 . . . . . . . フ リースキャ ン リ ス ト と V1 通信仕様  33

ト ラ ブルシューテ ィ ング . . . . . . . . . . . . . . . . 38
8.1 2 つのページに同一のタ ン ク No. を設定し た と き

の対処方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  38
8.2 NRM のタ ン クデータベース . . . . . . . . . . . . . . .  39
8.3 スペアパーツ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  40

付録 A . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 41
9.1 マ ト リ ッ ク スの詳細  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  41

付録 B . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 55
10.1 算術計算の仕様  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  55

付録 C . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67
11.1 ホス ト 通信仕様  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  67

付録 D . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83
12.1 アラーム処理  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  83

付録 E . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88
13.1 許容値と エ ラー再試行設定 [372]-[375]  . . . . .  88
13.2 エ ラータ イプ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  88
13.3 タ ン ク No. リ ス ト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  90

目次



タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

6 Endress+Hauser

1 安全に関する注記

1.1 使用目的

タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 はでデータ表示、 計算およびゲージ操作機能を備えたイ
ンテ リ ジ ェ ン ト 、 イ ン ターフ ェ イスユニ ッ ト で、 昨今のタ ン クゲージシステム需要に
確実に適応し ています。 従来型のループ接続フ ィ ールド イ ン ターフ ェ イスユニ ッ ト と
違い、 タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 はゲージステータ ス、 アラームシグナルと と もに、
レベル、 界面レベル、 密度、 圧力、 水尺の計測値を LCD に表示し ます。 NRM571 は、
測定データ を収集するために、 V1 bi-serial 通信を介し、 最大 40 センサまで接続できま
す。 これらのデータは、 タ ン ク コ ンピ ュータから RS-232C ホス ト 通信を介し てホス ト
タ ン クゲージプログラムに直接伝送、 あるいは演算する こ とができます。 オペレータ
は直接フ ロン ト パネルキーパッ ト で、 補助の遠隔操作器な しにゲージに指令する こ と
ができます。

1.2 設置、 試験、 操作

･ 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設置のオペレータの許可
を受けた訓練された作業者だけが実行できます。

･ 作業者は必ずこの操作マニュアルを読んで理解し てからその指示を実行する必要が
あ り ます。

･ 機器の操作は、 施設のオペレータによ っ て許可および訓練された作業者だけが実行
できます。 本マニュアルのすべての指示に必ず従って く だ さい。

･ 施工の際は、 配線図に従っ て計測システムが正し く 配線されている こ と を確認し て
く だ さい。 計測システムは、 A 種接地を行っ て く だ さい。 

･ 設置、 試験、 操作に関連する法令、 通達、 規則を遵守し て く だ さい。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部

当社推奨のケーブルをご使用 く だ さい。
必ず接地を行っ て く だ さい。 詳細に関し ま し ては、 本取扱説明書 " 機器接続 " および
" 設置 " をご参照 く だ さい。

接地
電源が入っ ている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く だ さい。
詳細に関し ま し ては、 本取扱説明書 " 機器接続 " をご参照 く だ さい。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器
の機能等はそれぞれの取扱説明書をご参照 く だ さい。

1.4 操作の安全性

危険区域

NRM は本マニュアルに記載の周辺装置と接続する こ とができます。

これらの装置の使用法については、 それぞれの装置の操作マニュアルを参照し て下さ

い。 事故とけがを未然に防ぐために、 本装置は指定のガイ ド ラ イ ンにし たがっ て操作

し て下さい。

･ 危険地区でのご使用には、 防爆構造の機器をご使用 く だ さい。

1 安全に関する注記
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･ 危険地区において、 電源を入れた状態で NMS の蓋は絶対に開けないよ う お願い致
し ます。

･ これらの機器の取付、 配線、 配管、 保守、 点検、 修理は防爆機器の使用に関する
「工場電気設備」 等の関連する法令、 通達、 規則を遵守し て行っ て く だ さい。 

･ ケーブルグラ ン ドはし っかり と締めて く だ さい。
･ 防爆構造の NRM の改造、 変更は行わないで く だ さい。
･ 防爆機器の使用に関する 「工場防爆電気設備」 等に基づいて保守や修理の際には弊

社までご連絡 く だ さい。
警告！
この取扱説明書で書かれている以外の取扱いを行いますと、 事故につながる恐れがあ
り ますので絶対にお止め く だ さい。

1.5 修理依頼

本製品をエン ド レスハウザー社 に返送し て修理を依頼される場合には、 次の手順が必
要です。
･ 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に必要事項を詳し く 記入し、 必ず同封し て く だ さい。 この

データがないと エン ド レスハウザー社では返送された装置の運搬、 検査、 修理に着
手する こ とができません。

･ 必要に応じ て EN91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト に特別な取扱いの指示を記
述し て同封し て く だ さい。

･ 考えられる残留物は完全に除去し て く だ さい。 液体が残っている恐れのあるガス
ケ ッ ト の溝や隙間には特に注意し て く だ さい。 その液体が腐食性、 毒性、 発癌性、
放射性など、 人体に有害なものであれば細心の注意をお願いし ます。

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！
･ 有害物質が本体の傷の間やプ ラスチ ッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。

本体を返送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去され
ていなければ受理いた しかねます。

･ 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り、 従業員の人体を害する ( 火
傷など ) こ とがあ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負
担する こ とにな り ますのでお気をつけ く だ さい。

1.6 廃棄

材質の異なる製品構成部品は分別し て廃棄し て く だ さい。

1.7 エン ド レスハウザー ジ ャパン株式会社の連絡先 

エン ド レスハウザージャパン ( 株 ) の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されたお り ます。 ご
質問などございま し たら、 弊社ヘルプデスク、 最寄の弊社営業所、 または代理店にお気軽にお
問い合わせ く だ さい。

1 安全に関する注記
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1.8 安全に関する表記規則と記号

本マニュアルでは、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り、 左の欄にそれぞれの該当するアイ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う事故、 あるいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あるいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あるいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
プロサーモの型式表示板にこの記号がある場合には、 爆発危険区域で使用する こ とがで
きます。

防爆認定装置
プロサーモの型式表示板にこの記号がある場合には、 爆発危険区域で使用する こ とがで
きます。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 ( 必要な場合にのみ使用 )。 　 - 安全
区域に設置される装置であっ ても、 それから出る配線が防爆危険区域に入る ものであれ
ば防爆認定を受けていなければな り ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっ ている、 あるいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっ ている、 あるいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アーズ ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければなら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システムと接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のやり方によ っ
て、 例えば等電位線あるいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

EX

EX

1 安全に関する注記
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2 各部の名称

2.1 装置の表示

2.1.1 銘板

計器の銘板には以下の仕様が示されています。

タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

TYPE    
SUPPLY SOURCE
SERIAL NO.

Endress + Hauser Japan Co.,Ltd.
Made in Japan

NP-2532-1

2 各部の名称
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2.2 型式

2.2.1 タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

10 外形 / 取付

1 パネル埋め込み型

2 卓上型

9 特殊

20 電源

1 AC85 ~ 264 V, 50/60Hz

9 特殊

30 入力

D V1 シ リ アルパルス ( ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン : 4.x density Profile)

Y 特殊

40 出力

A2 RS232C

Y 特殊

50 タ ン ク テーブル

14 標準 (100 ポイ ン ト )

99 特殊

60 タ ン クデータ登録

0 な し

1 登録 ( タ ン ク毎 )

NRM571- 仕様コー ド

2 各部の名称
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2.3 納入品目

計測機器の開梱、 搬送および保管は、 製品の受入、 搬送、 保管の 「製品の受入、 搬送、
保管」 の項で述べる手順で正し く 行われる必要があ り ます。
次の品目が納入されます。

･ タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 本体
･ 取扱説明書
･ ToF Tool に関し ま し ては、 お問い合わせ く だ さい。

2.4 ド キュ メ ン ト

以下のド キュ メ ン ト が同梱されています。

2.5 CE マーク、 適用宣言

タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 本体は最新の安全基準を満たすべ く 設計され、 試験を経
て安全に動作する状態で出荷されています。 このよ う に NRM 本体は該当する基準およ
び法令に適合し、 EC 指令に謳われた法令要件を満た し ています。 エン ド レスハウザー
社はタ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 に CE マーク を貼付し、 適合試験合格を認定し てい
ます。

2.6 登録商標

HART®

HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商法

ToF®

Endress+HauserHART GmbH+Co. KG, Maulburg Germany の登録商法

2.7 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

ド キュ メ ン ト NO. ド キュ メ ン ト 内容 / 備考

BA 1005N 取扱説明書 タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571 に関する取付け、 試験、 操作、

保守説明

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン / 

日付け

ソ フ ト ウ ェ ア変更 ド キュ メ ン ト 変更

V 2.00.00  1999 オ リ ジナル 　 ソ フ ト ウ ェ ア BA001N/08/ja/09.01

V 4.01.03  06.2005 プロサーボからの密度プロ フ ァ イル

Rackbus RS-485 入力削除

ToF Tool (V 4.00) の構成

BA1005N/08/ja/02.08

2 各部の名称
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3 設置

3.1 製品の受入、 搬送、 保管

3.1.1 受入

箱の外装、 内容物をチ ェ ッ ク し て、 損傷がないこ と を確認し て く だ さい。
製品がご注文通りのものか、 不足品がないかを確認し て く だ さい。

3.1.2 搬送

警告 !
約 4.5kg のタ ン ク コ ンピ ュータ NRM 本体については、 安全指示と運搬条件に十分注意
し て く だ さい。

3.1.3 保管

タ ン ク コ ンピ ュータ NRM が衝撃から保護されよ う に、 保管、 運搬には十分ご注意 く だ
さい。 工場出荷時の梱包材料を使用される事が最良です。
保管時は許容温度範囲は -20 ～ +60 ℃です。

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

NRM571 寸法

重さ
約 4.5kg

ENDRESS+HAUSER 
NRM571

269

251

1
3

2
.5

 

5
7

.1

2
2

311

3 　 設置
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3.2.2 パネルカ ッ ト  

NRM パネルカ ッ ト 寸法 

注意！
パネル埋め込み型の場合には、 厚さ 2mm 以上のパネルが必要と な り ます。

3.2.3 取付環境

･ 温度 : 0 to +50 ﾟ C
･ 湿度 ( 結露なき こ と )   : 20 to  80 %  

3.2.4 電気

･ 入力電圧 : AC85 to 264V
･ 入力周波数  : 50 / 60 Hz
･ 電力消費量  : 13 VA
･ 接地抵抗 : 10 Ω 以下

3.3 電気接続

電源、 フ ィ ールド センサ、 サービスツール、 ホス ト CPU の端子接続は NRM のリ アパ
ネルに配置されています。

NRM の端子接続

3. 設置
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ヒ ューズ : 2A
端子カバー : 配線後はこのカバーを必ず取付けて く だ さい。
ケーブルク ラ ンプ : ケーブルをシールド位置で取付けます。 
ホス ト 用コネク タ : ホス ト 用 RS 232C コネク タ
HART メ ンテナンス用コネク タ : メ ンテナンス用 (D-SUB 25S)

3.4 装置の接続

センサ用に別の電源 ( 交流 ) を用意し て く だ さい。

警告！
装置を接続する と き、 その前に確実に電源を遮断し て く だ さい ( 交流電源はリ ア端子
板にあ り ます )。 

3.4.1 センサ通信

3.4.2 Ｖ1 双方向 2 線通信

V1 通信

この接続図は、 40 センサ (NMS/ TGM/ TMD(MX/MS) の構成を示し ています。 センサ接
続に関し ては、 センサの取扱説明書を参照し て く だ さい。
4 ループ (1-2、 3-4、 5-6、 7-8) あ り、 それぞれループに最大 10 センサを接続できます。
異なる タ イプの信号を 1 つのループに混在させる こ とはできません。 しかし、 センサの
タ イプがこ と なっ ていても信号が同じ であれば使用可能です。

注意！
センサ通信が DX の場合、 １ ループに 1 センサしか接続できません。

センサタ イプ センサ通信 参照先

NMS, TGM, TMD, MX/MS V1 双方向 2 線 (V1, MDP) 3.4.2 V1 双方向 2 線通信

1

2

loop0  +

+

-

TK1

NRM571

TB

3

4

5

6

7

8 +

-

TK2

+

-

TK3

+

-

TK11

+

-

TK12

+

-

TK13

+

-

TK21

+

-

TK22

+

-

TK23

+

-

TK31

+

-

TK32

+

-

TK33

-
loop1  +

-
loop2  +

-
loop3  +

-

TK10

TK20

TK30

TK40

3. 設置



タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

Endress+Hauser 15

3.4.3 ホス ト 通信

3.4.3.1 　 RS232C 通信
RS232C 出力 ( ホス ト 通信 ) は、 コネク タ (D-SUB25S） を使用し ます。

3.4.4 電源

電源

3.5 配線

3.5.1

シールド ケーブルカバー
シールド ケーブルのシールド 部から被覆を さ らに 20mm はがし、 ケーブルグラ ン ド で
リ アパネルに固定できるよ う にし ます。
配線が完了し たら、 添付の端子板カバーを取り付けます。

シールド ケーブルのカバー

通信 ケーブル材質 推奨ケーブル

V1 双方向 2 線 ( センサ～
NRM)

ツ イス ト シールド ケーブル IEC 60708

電源ケーブル ( シース )
PVC = Polyvinyl Chloride( ﾎﾟﾘ塩
化ﾋﾞﾆｰﾙ )
PE = Polyethylene( ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ )

600Ｖ に耐える こ とができる
電線を使用し て く ださい。

3. 設置
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4 運転

4.1 運転準備

4.1.1 電源投入前のチ ェ ッ ク

注意！
電源をオンする前に、 以下の事に注意し て く だ さい。
･ 入力電圧が定格電圧の範囲内である こ と を確認し ます。
･ ケーブルが端子板に正し く 接続されている こ と を確認し ます。
･ NRM 背面のヒ ューズが定格電流 （2A） になっている こ と を確認し ます。

4.1.2 電源オン

･ ユーザが用意し たスイ ッ チまたはブレーカ をオンに し ます。

4.1.3 電源オフ

･ ユーザが用意し たパワースイ ッ チを切り ます。
･ タ ン クゲージからの配線を外す場合は、 タ ン クゲージの電源もオフにし て下さい。

4.1.4 初期設定値

･ NRM では、 操作に必要な基本データが内部マ ト リ ッ ク スに登録されています。 出荷
前にデフ ォル ト 値が内部マ ト リ ッ ク スに書き込まれているため、 これらのデフ ォル
ト 値をユーザのニーズに し たがっ て変更する必要があ り ます。

これらの値を設定するための基本ステ ッ プについては、 「初期調整」 を参照し て く だ さ

い。

4.2 運転

NRM フ ロン ト パネル

4. 運転
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4.2.1 マ ト リ ッ クス構造とキー機能

4.2.1.1 　 デ ィ スプレ イ
　 タ ン ク コ ンピ ュータ NRM 571 には ４ 行、 各 20 桁のラ イ ト 付 LCD が搭載されています。

通常運転中は、 この LCD は “ホーム画面” で選択し た タ ン クの液位と温度を表示し ます。

ホーム画面の表示については 「4.2.1.3 ホーム画面」 で説明し ます。

その他のデータの表示と操作用パラ メ ータのプログラ ミ ングのため、 タ ン ク コ ンピ ュータ

NRM 571 は便利なプログラ ミ ングマ ト リ ッ クスを採用し ています。

4.2.1.2 　 メ イ ン画面

電源をオンする と、 「メ イ ン画面」 が現れます。 タ ン ク No. を選択し、 〔SELECT〕 キー
を押すと｢ HOME 画面｣に移動し、 ｢ HOME 画面｣から 〔メ イ ンデ ィ スプレ イ〕 に戻るに
は 〔RESET〕 キーを使用し ます。

注意！
データ表示および設定が終了後は、 必ず 「メ イ ン画面」 に戻っ て く だ さい。

4.2.1.3 　 ホーム画面

｢ HOME 画面｣には 2 種類のモー ド あ り ます。 1 つは 「メ ンテナンスモー ド」、 も う 1 つ
は 「稼動中モー ド」 です。 NRM571 は 「メ ンテナンスモー ド 」 で納入されます。 モー
ド は 〔（150） TANK CONDITION〕 で切り替える こ とができます。

( 稼動中モー ド で ) 表示されるデータ項目は、 プログラ ミ ングマ ト リ ッ ク スで設定を行
う こ とによ り変更する こ とができます。 「ホーム画面のカス タム設定」 を参照 く だ さ
い。

Tank Computer NRM 571

TANK No. 0001

IN MAINTENANCE

4. 運転
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メ イ ン画面、 HOME 画面と プログラ ミ ングマ ト リ ッ クス

4.2.1.4 　 プログラ ミ ング マ ト リ ッ ク ス
プログラ ミ ングマ ト リ ッ クスは 6 つのマ ト リ ッ ク スグループから構成されています。
" ス タ テ ィ ッ ク " マ ト リ ッ クスグループ （G0）
" ダイナ ミ ッ ク " マ ト リ ッ クスグループ （G1-G5）
下図はプログラ ミ ングマ ト リ ッ クの構成を示し ています。

マ ト リ ッ クス構成

4. 運転
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ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ ク ス (G0)、 GVH [000]- 　 [039]
プログラ ミ ングマ ト リ ッ クスの行 0...3 は、 ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス と呼ばれます。

主要機能 ： 測定データ （レベル、 温度、 容量等） の保存

アクセス ： 常時アクセスできます。

ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ ク ス (G1-G5)
プログラ ミ ングマ ト リ ッ クスの行 4...9 は、 5 種類のダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クスにあ り ます。 こ

れらのマ ト リ ッ クスグループは、 次のよ う に名付けられています。 これは " ［030］ マ ト リ ッ ク

ス選択 " で選択されている と きだけアクセスが可能です。

容量算出 　 (G1) GVH [140] - [199]
- 機能 ： 算術演算に関する タ ン ク テーブルなどの登録データ を保存し ます。

アウ ト プ ッ ト （G2） GVH ［240_］ - ［299］
- 機能 ： ア ラームに関する登録データ を保存し ます。

- システムデータ （G3） GVH ［340_］ - ［399］
機能 ： NRM システムデータに関する登録データ を保存し ます。

- タ ン ク  プロ フ ァ イル （G4） GVH ［440_］ - ［495］
機能 ： タ ン ク  プロ フ ァ イルデータに関する登録データ を保存し ます。

- イ ン ターフ ェ イス プロ フ ァ イル （G5） GVH ［550_］ - ［595］
機能 ： イ ン ターフ ェ イスプロ フ ァ イルに関する登録データ を保存し ます。

4.2.1.5 　 マ ト リ ッ ク ス ロケーシ ョ ン コー ド
本マニュアルでは、 マ ト リ ッ クス中の位置を以下の書式で説明し ます。

〔Ｇ Ｖ Ｈ〕 　 （グループ、 縦、 横）

例 ： 〔022〕

〔ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス〕 構成

た と えば、 マ ト リ ッ クス位置 ［022］ は、 ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス （G0）、 アラームス

テータ ス （V2）、 アラームデータ （H2） を表わし ます （「マ ト リ ッ クステーブル」 の

セクシ ョ ンを参照し て下さい）。

 

4. 運転
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マ ト リ ッ クス中の一次ラベルカ ラムには横方向の表示があり ません。

し たがって、 測定値 1 はマ ト リ ッ クス位置 ［00_］ と表示されます。

4.2.1.6 　 "GAUGE SET UP" キーに機能
プログラ ミ ングマ ト リ ッ クス内の個別マ ト リ ッ クスグループ、 機能グループ、 および機

能は ３ つの "GAUGE SET UP" キー、 ［Ｅ］、 ［－］、 および ［＋］ で選択する こ とができます。

これについては、 次の図表 “マ ト リ ッ クス構造” で説明し ます。

ア クセス コー ド とは、 データ設定またはデータ変更の機密性を確実にするためのコー
ド です。

以下のよ う な メ ッ セージが表示されます。
正確なアクセス コー ド を入力し た場合 ： 　 "EDITING ENABLE"( ホゾン サレマシ タ )
不正確なア クセスコー ド を入力し た場合 ： "EDITING LOCKED"( アクセス フ ノ ウ )

注意 !
ア クセス コー ド は一度設定し ますと、 そのまま保持されます。 そのため、 設定が終了
し た時点で、 アクセス コー ド を 0 に戻し て く だ さい。

ア クセス コー ド レベル ：
" 付録 A 　 マ ト リ ッ ク スの詳細 - ｢アクセス コー ド｣ " をご参照 く だ さい。
ア クセス コー ド 設定 ：
"6.1 アクセスコー ド設定 " をご参照 く だ さい。

4.2.2 タ ン ク選択

タ ン ク を選択するために使用するキーには ［0］

から ［9］ までのテンキーと、 ［SELECT］ および

［RESET］ キーが含まれます。 タ ン ク番号を選択す

る と きは、 NRM マ ト リ ッ ク スで登録された番号を

入力し、 ［SELECT］ キーを押し ます。 データ を削

除するには ［RESET］ キーを押し ます。

タ ン ク選択

4. 運転
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4.2.3 ゲージの操作

２ つのキーによ り、 選択し た

NMS/TGM 液面計のゲージ操作

を実行する こ とができます。

ゲージ操作ができ るのは該当す

る タ ン クが １ 基選択されてい

る場合だけです。

ゲージの操作

4.2.3.1 　 操作

操作

注意！
操作タ イプを 〔010〕 「エキ メ ン ソウサ」 で選択する方法でもゲージを操作する こ とが
できます。

UP LEVEL

STOP

DEN1

DEN2

DEN3

INT.FACE1

INT.FACE2

BOTTOM

SELECT GO

UP LEVEL

STOP
DEN1

DEN2

DEN3

INT.FACE1

INT.FACE2

BOTTOM

SELECT GO

UP LEVEL
STOP

DEN1

DEN2

DEN3

INT.FACE1

INT.FACE2

BOTTOM

SELECT GO

[SELECT] を押して、“LEVEL”LEDを点
滅させます。

UP LEVEL
STOP

DEN1

DEN2

DEN3

INT.FACE1

INT.FACE2

BOTTOM

SELECT GO

操作項目を決定したら [GO]を押しま
す。レベルゲージの動作が完了しま
す。LEDはセンサから送られたレベル
ゲージ状態の信号を表示するので、
情報が表示されるまで少し時間がか
かります。

[SELECT]によるレベルゲージの操作コ
マンドは、以下の順序で変更します。
[LEVEL]- [UP]- [STOP]- [DEN.1]-
[DEN.2]-[DEN.3]-[INT.FACE1]- [INT.
FACE2]- [BOTTOM]-[LEVEL]に戻る

点滅中の表示を“UP” LEDに移動さ
せるために再度[SELECT] を押しま
す。
同様に、[SELECT]キーを押して、該
当するレベルゲージ操作項目に移
動します。

4. 運転
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4.2.3.2 　 操作の違い

操作項目は、 センサタ イプおよび通信方法によ っ て異な り ます。

OK : 有効
* : SW バージ ョ ンによる
V1 : V1 双方向二線通信
MDP : 旧双方向二線通信

注意！
TMD/MX/MS 送信器 ： 全ての操作が使用不可

4.2.3.3 　 "ALARM ACK" キー

液位、 温度、 または容積のアラームが発生する

と、 NRM 内部のブザーが作動し ます。

“ALARM ACK” キーを押し、 ブザーを止めま

す。 複数のアラームが同時に作動する と きは、

このキーを使用し てア ラームを １ つずつ確認

し ながら アラーム表示を消すこ とができます。

さ らに、 このキーを使っ てその時点でアラー

ム状態になっている タ ン クのアラームデータ

を再確認する こ とができます。

"ALARM ACK" キー

　 センサ /

プロ ト コル

操作記号

センサタ イプ

NMS 53x TGM

V1 MDP V1 MDP

LEVEL OK OK OK OK

UP OK OK OK OK

STOP OK OK OK OK

DEN.1 OK *

DEN.2 OK

DEN.3 OK

INT.FACE1 OK *

INT.FACE2 OK

BOTTOM OK

4. 運転



タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

Endress+Hauser 23

5 マ ト リ ッ クステーブル
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5. マ ト リ ッ クステーブル
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6 初期調整

NRM では操作に必要な基本データ をすべてマ ト リ ッ クスに登録する必要があ り ます。 デ

フ ォル ト 値 （初期値） は 「5． マ ト リ ッ クステーブル」 に記載し ます。 設定値はユーザの

ニーズに応じ て変更し なければな り ません。 これらの値を設定するための基本的な方法を

次にま とめます。 説明の中で、 [XXX] はマ ト リ ッ クス位置番号です。 「5． マ ト リ ッ クステー

ブル」 および 「付録 A ： マ ト リ ッ クスの詳細」 を参照し て下さい。

　 計算方法、 アラームプロセス、 そ し てエラープロセスの設定は登録する必要があり ます。

付録 A （計算方法の設定）、 付録 D （アラームプロセスの設定）、 および付録 E （エ ラープ

ロセスの設定） を参照し て下さい。

電源オン

･ 仕様と接続をチ ェ ッ ク し たあと、 電源を入れます （納入仕様書または 「4.1 運転準備」

を参照し て下さい）。

6.1 基本設定項目と方法

- ア クセス コー ド の設定
- ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クスの選択

- モー ド スイ ッ チ

- カ レンダ設定

- ホーム画面のカス タム設定

6.1.1 " アクセス コー ド " 設定 　 〔039〕

項目 手順 摘要

（タ ン ク １ のホーム画面から）

1. E を押し ます。

（マ ト リ ッ クス入力）

［00_］ ケイ ソ クチ 　 1

2. ＋を ３ 回押し ます。

（下に移動）

［03_］ マ ト リ ッ クス 　 セン タ

3. E を ３ 回押し ます。

（右に移動）

［039］ ア クセス 　 コー ド

4. ＋と－を使って値 “99” を

設定し ます。

5. E を押し、 設定を登録し ます。

画面は ［03_］

マ ト リ ッ クス 　 セン タ ク

に戻り ます。

注意！

設定が全部終わったら、 かな

らずアクセスコー ド を 0 に戻

し て下さい。

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス

6 初期調整
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6.1.2 ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クス選択 [030]

6.1.3 モー ド スイ ッ チ [150]

項目 手順 摘要

1. [030］ マ ト リ ッ クス 　 セン タ

クで、 ＋または－によ り

“ヨ ウ リ ョ ウ 　 サンシュ ツ”

を選択し ます。

2. [E] を押し て設定を登録し ま

す。

画面が [031]GAUGE MATRIX

に移動し ます。

注意！

ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クスを

選択する と きは、 かならず .

［030］ マ ト リ ッ クス 　 セン タ

クにジ ャ ンプ し、 該当するマ

ト リ ッ クスグループを選択し

て下さい。

ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クスは

以下のとお り です。

G1 ﾖｳﾘｮｳ ｻﾝｼｭﾂ [1XX].

G2 ｱｳﾄ ﾌﾟｯﾄ [2XX].

G3 ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｰﾀ [3XX]

G4 ﾀﾝｸﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 　 ［4XX］

G5 I/F ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 　 ［5XX］

項目 手順 摘要

タ ン ク １ のホーム画面から

1. [E] を押し て、 マ ト リ ッ クス入力

[00_] ケイ ソ クチ 1

2. + を ３ 回押し ます。 ( 下に移動 )

[03_] マ ト リ ッ クス キリ カエ

3. E を 3 回押し ます。 ( 右に移動 )

[039] ア クセス コー ド A

4. + または - を使用し て "99" を設

定

5. E を押し て設定を登録し ます。

画面が [03_] マ ト リ ッ クス キリ

カエに戻り ます。

注記！

マ ト リ ッ クスには 　 モー

ドが ２ つあ り ます。

１ つはメ ンテナンスモー

ド、 も う １ つは稼動中

モー ド です。

データ を修正する必要が

ある と きは、 かならず

モー ド を “メ ンテナンス”

に切り替えて下さい （デ

フ ォル ト 設定はメ ンテナ

ンスです）。

すべての設定が終わった

ら、 モー ド を忘れずに 　

カ ド ウチュウに戻し て下

さい。

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス

ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クス

ヨ ウ リ ョ ウサンシュ ツ
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6.1.4 カ レンダ設定 [341] ～ [346]

6.1.5 ホーム画面のカス タム設定

ホーム画面 （稼動中モー ド） に表示されるデフ ォル ト は、 マ ト リ ッ クス位置 ［384］ - ［386］

で表示コー ド を設定する こ と で選択する こ とができます。

［384］ で 2 ラ イ ン ヒ ョ ウジ コウモク を設定し ます。

［385］ で 3 ラ イ ン ヒ ョ ウジ コウモク を設定し ます。

［386］ で 4 ラ イ ン ヒ ョ ウジ コウモク を設定し ます。

ホーム画面表示コー ド リ ス ト

注意 !
ユーザは 10 － １ mm および 10 － １℃を表示する方法を選択する こ とができます。

詳し く は付録 B “1. データ丸め” を参照し て下さい。

項目 手順 摘要

1. 　 [030] でマ ト リ ッ クスセン タ

クで、 + または - を使用し

て、 システムデータ " を選

択し ます。

2. [34_] ジ コ クセ ッ テイで to 

[341] ジ コ クセ ッ テイ  ネンに

移動し、 E を 2 回押し ます。 

3. ＋または－を使用し て、 現在

の西暦年の最後の ２ 桁を設定

し ます。

4. E を押し て、 設定を登録し ま

す。 月、 日、 時間、 分、 秒を

同じ方法で設定し ます。

注意 !

値の選択や設定のあとは、 か

ならず E を押し て下さい。

コード 項目 LCD 画面 メモ

00 レベル
LEVEL 99999.9 mm センサデータ

LEVEL M 99999.9 mm 手入力データ

01 温度
TEMP. +/- 999.99oC センサデータ

TEMP. M+/-999.99oC 手入力データ

02 見掛容量 GV C999999.999 kl 計算データのみ

03 換算容量 NV C999999.999 kl 計算データのみ

04 質量 MASS C99999.999t 計算データのみ

05 密度 DEN t 9.9999 g/cm3 センサデータ

06 換算密度
DEN 9.9999 g/cm3 センサデータ

DEN M9.9999 g/cm3 手入力データ

07 水尺
Wtriv 99999.9 mm センサデータ

Wtrlv M 99999.9 mm 手入力データ

11 タ ン ク低レベル BOTTOM 99999.9 mm センサデータ

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス
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例 ： デ ィ スプレ イ行 ２ 、 ３ 、 ４ にレベル、 換算容量、 質量を選択する場合。

［384］ で、 レベル 　 　 に 00 を選択し ます。

［385］ で、 換算容量 　 に 03 を選択し ます。

［386］ で、 質 　 　 量 　 で 04 を選択し ます。

6.2 センサとの通信設定

項目 手順 摘要

1. [030] マ ト リ ッ クスセン タ
クで、 + または - を使用
し て " ヨ ウリ ョ ウサン
シュ ツを選択し ます。

2. [151] センサシュルイで
NMS ､ TGM またが TMD か
ら選択し ます。 

3. [152] センサツウシンで 
MDP、V1 ､ TSM.V1 または 
TGM.V1 から選択し ます。

4. [153] タ ン ク No. で、 選択
し た タ ン ク番号を設定し
ます。

5. [154] センサア ド レスを設
定し ます。

[151] センサシュルイ
NMS1: V.4.0x 以上 
NMS2: V.2.2x ～ 3.99x
NMS3: V.2.2x 未満
TGM: TGM 4000,5000
TMD: TMD, MS, MX

[152] センサツウシン :
TGM5000 と TMD はセン
サ側の ROM で固定されて
いるため、 確認後に同じ
設定が必要です。 (HHT を
使用し て、 MODE 13 と 
Item 5 を設定し ます。 ) 

[153] 　 タ ン ク No.
タ ン ク No. は参考用に設
定し ます。
4 桁で設定可能です。

注意 !
異なる頁に同じ タ ン ク No.
を設定し ないよ う にし て
く だ さい。

[154] センサア ド レス
ア ド レスは 000 ～ 399 設
定可能です。 

[155] データ ク ロ ッ クパル
ス ：
V1 プロ ト コルに適し たパ
ルス幅を設定し ます。 (V1 
は、 [152 ] ｾﾝｻﾂｳｼﾝで設定
し ます。 値 x 4μ 秒を設定
し ます。

マ ト リ ッ クス : 容量算出

端子板 ループ No.
ポーリング
アドレス

1 - 2

3 - 4

5 - 6

7 - 8

0

1

2

3

0 - 99

0 - 99

0 - 99

0 - 99

ポーリ ングア ド レス
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7 その他の機能

･ リ セ ッ ト 機能 [349] リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 機能は設定値をデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し たい時に使用し ます。
- リ セ ッ ト  ナシ : 通常の設定

- オールページ リ セ ッ ト : すべてのタ ン クのマ ト リ ッ クス値をデフ ォル ト 値に リ 　

セ ッ ト し ます。

　 　 すべてのタ ン クがメ ンテナンスモー ド のと きに有効。

- 1 ページ リ セ ッ ト ：現在のタ ン クのマ ト リ ッ クス値をデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ま 

す。

･ 言語 [360] LANGUAGE

- 英語か日本語のどち らかを選択し ます。
- 日本語はカ タ カナで表示されます。

･ LCD コ ン ト ラス ト 調整機能 [361] LCD コ ン ト ラス ト

- LCD コ ン ト ラス ト 機能はデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト を調整する ものです。
- デ ィ スプレ イ を暗 く する と きは + を押し ます。
- デ ィ スプレ イ を明る く する と きは - を押し ます。

･ LCD チ ェ ッ ク機能 [361] LCD コ ン ト ラス ト
LCD チ ェ ッ ク機能は、 全ての LCD 画素が正し く 表示されているかど うかチ ェ ッ クするための機
能です。

1. [+] または [- ] を押し て、 "LCD CHECK" を表示させます。
2. [E] を押し ます。

3. 表示されるすべての文字フ ォ ン ト の画素が ３ 秒間点灯し、 その後の ３ 秒間で消えてい

　 　 きます。

- 診断 ： 全ての画素が表示される と、 LCD は正常に作動し ます。

･ バッ ク ラ イ ト 設定時間 [362] 　 バッ ク ラ イ ト  ジカ ン
機器の操作中はバッ ク ラ イ ト が点灯し ます。 Backlight is on when the machine is activated.

この機能は最後の操作からバッ ク ラ イ ト が消灯するまでの分数を決定する ものです。

0 から 999 （分） までの時間が設定できます。

[+] と [- ] で値を設定し ます。

LCD 表示は [ ホーム画面 ] に戻り、 同時にバッ ク ラ イ ト が消灯し ます。

･ [369] 　 ソ フ ト リ セ ッ ト

デフ ォル ト 値はオフに設定されています。

　 オンに設定し、 E を押すと、 機器は電源のオフ と オンを １ 回行ないます。

7.1 フ リースキャ ン リ ス ト と V1 通信仕様

7.1.1 V1 通信

NRM V1 通信では、 通常 "ZO telegram" フ リースキャ ンを使用し て、 データ収集を行い
ます。
マ ト リ ッ クスデータへア クセスする場合に、 R ･ S 電文を使用し ます。

7. その他の機能
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7.1.2 [151] " センサシュルイ " 設定と V1 通信の関係

7.1.3 [152] " サンサツウシン " 設定 と V1 通信

7.1.4.1      V1 : センサと通信する と きに、 V1 通信を使用し ます。 

スキャ ン間隔 : ZO フ リースキャ ン 10 回経過毎に、 上記 R 電文を要求し ます。

･ 上部密度計測 : 
上部密度計測実行時、 ゲージステータ スが "STOP" に変わった時点で計測完了と判断し、 液
面計測コマン ド を発行及び R 電文は "Mode 0 : Item 6" を発行し て、計測値を収集し ます ( ワン
シ ョ ッ ト 発行 )。

･ 中部密度計測 :
中部密度計測実行時、 ゲージステータ スが "STOP" に変わった時点で計測完了と判断し、 液
面計測コマン ド を発行及び R 電文は "Mode 0 : Item 7" を発行し て、計測値を収集し ます ( ワン
シ ョ ッ ト 発行 )。

･ 下部密度計測 :
下部密度計測実行時、 ゲージステータ スが "STOP" に変わった時点で計測完了と判断し、 液
面計測コマン ド を発行及び R 電文は "Mode 0 : Item 8" を発行し て、計測値を収集し ます ( ワン
シ ョ ッ ト 発行 )。

･ 上部界面計測 :
上部界面計測実行時、 ゲージステータ スが界面計測でかつ、 バラ ンス状態と なった場合、 計
測完了と判断し、 液面計測コマン ドの発行及び R 電文は "Mode 13 : Item 15" を発行し て、 計
測値を収集し ます ( ワンシ ョ ッ ト 発行 )。

･ 中部界面計測 :
中部界面計測実行時、 ゲージステータ スが界面計測でかつ、 バラ ンス状態と なった場合、 計
測完了と判断し、 液面計測コマン ドの発行及び R 電文は "Mode 0 : Item 4" を発行し て、 計測
値を収集し ます ( ワンシ ョ ッ ト 発行 )。

[151] センサシュルイ 内容

NMS 1 NMS V. 4.xx 以降を接続する場合に選択
* NRM571 V.4.00 側では使用し ませんので、 全て NMS1

に設定し て く ださ。

NMS 2 NMS V. 2.2x 以降を接続する場合に選択

NMS 3 NMS V. 2.2x 以前の NMS を接続する場合に選択

TGM TGM4000,TGM5000 を接続する場合に選択

TMD TMD, MS, MX を接続する場合に選択

Tank Side Monitor NRF560, NRF590 を接続する場合

G:V:H Contents

[144]: ガスオン ド テニュウ リ ョ

ク

[-100.0] または [-200.0] が設定される と 、 データは [[148] SELECT GAS 

TEMP. SCAN) に従って、 R 電文を要求し ます。

他の値を設定する場合には、 データは手で入力し ます。

[145] ガスアツ リ ョ ク テニュウ

リ ョ ク

 [-1000] が設定される と、 データは [[149] SELECT GAS PRESS. SCAN)

に従って、 R 電文を要求し ます。 

他の値を設定する場合には、 データは手で入力し ます。 .

[148] SELECT GAS TEMP. 

SCAN

ガス温度スキャ ン処理の選択

[Device 1 Step Temp.] : Mode 1 : Item 2

[Gas Average Temp.] : Mode 1 : Item 4

[149] SELECT GAS PRESS. 

SCAN

ガス圧力処理の選択

[GAS PRESS. MO1,I03] : Mode 1 : Item 3

[GAS PRESS. M60, I04] : Mode 60 : Item 4

7. その他の機能
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･ 底面計測 :
低面計測実行時、 ゲージステータ スが界面計測でかつ、 バラ ンス状態と なった場合、 計測完
了と判断し、 液面計測コマン ドの発行及び R 電文は "Mode 0 : Item 5" を発行し て、 計測値を
収集し ます ( ワンシ ョ ッ ト 発行 )。

･ 密度プロ フ ァ イルおよび I/F プロ フ ァ イル :
プロ フ ァ イル処理実行時、 処理ステータ ス確認のため、 以下のフ リースキャ ン処理を ZO フ
リースキャ ン 10 回経過後とに行います。

- 密度プロ フ ァ イル : [450] Mode 48: Item 1
- I/F プロ フ ァ イル : [550] Mode 54: Item 1

･ プロ フ ァ イル処理正常終了時、 以下の順で計測データ収集処理を行います。

R 電文は全てのデータ分を連続し て送信し ます。

･ プロ フ ァ イル処理データ書込み

以下のマ ト リ ク スに対し て、 データ書込み要求が発生し た場合、 Ｓ 電文を発行し て、

プロ フ ァ イル処理設定データ を書き込みます。

Ｓ 電文は全データ分、 連続し て送信されます。

7.1.4.2 MDP : MDP 通信方式でセンサとの通信を行います。

7.1.4.3 TSM_V1: V1 通信方式で タ ン クサイ ド モニ タ との通信を行います。

･ "TSM_V1" に設定し た場合、 上部密度 ・ 上部界面データに対し て、 フ リースキャ ン収集処理
を行います 。

7.1.4.4 TGM_V1:Ｖ １ 通信方式で、 TGM 液面計との通信を行います。

･ 上部密度計測

上部密度計測実行時、 ゲージステータ スが STOP に変わった時点で計測完了と判断し、

液面計測コマン ドの発行及び 　 Ｒ 電文 Mode 13: Item 11 を発行し て、計測値を収集し ま

す。 （ワンシ ョ ッ ト 発行）

密度プロ フ ァ イル I/F プロ フ ァ イル

G:V:H MODE ITEM G:V:H MODE ITEM

450 ～ 459 48 2 ～ 6 550 ～ 559 54 2 ～ 6

460 ～ 469 49 1 ～ 10 560 ～ 569 51 1 ～ 10

470 ～ 475 50 1 ～ 6 570 ～ 575 52 1 ～ 6

480 ～ 489 55 1 ～ 10 580 ～ 589 57 1 ～ 10

490 ～ 495 56 1 ～ 6 590 ～ 595 58 1 ～ 6

G:V:H MODE ITEM

440 ～ 447 47 1 ～ 8

MODE ITEM

上部密度 13 11

上部界面 13 15

7. その他の機能
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･ 中部密度計測

上部密度計測実行時、 ゲージステータ スが STOP に変わった時点で計測完了と判断

し、 液面計測コマン ドの発行及び 　 Ｒ 電文 Mode 13: Item 12 を発行し て、 計測値を収

集し ます。 （ワンシ ョ ッ ト 発行）

･ 上部界面計測

上部界面計測実行時、 ゲージステータ スが界面計測でかつ、 バラ ンス状態と
なった場合、 計測完了と判断し、 液面計測コ マン ド の発行及び Ｒ 電文 Mode 0: Item 4
を発行し て、 計測値を収集し ます。 （ワンシ ョ ッ ト 発行）

･ 低面計測

上部界面計測実行時、 ゲージステータ スが界面計測でかつ、 バラ ンス状態と
なった場合、 計測完了と判断し、 液面計測コ マン ド の発行及び Ｒ 電文 Mode 13: Item 
16 を発行し て、 計測値を収集し ます。 （ワンシ ョ ッ ト 発行）

注意！

Z0 ・ R ・ S 　 電文発行後、 10 回のエ ラーリ ト ラ イで正常データ を受信できなかった場合、

通信エ ラーと し て処理されます。

フ リースキャ ンシーケンス

フ リースキャ ンシーケンス

計測操作及び、 書込み要求は、 コ マン ド受付後すぐに Ｒ 電文を発行し ます。

LCD 表示 （選択） されているページは割込みスキャ ンを行います （Z0 ５ 回毎）。 

7.1.4 タ ン ク No. および ページ No.

NRM571 では、 基本データ ・ 設定値等は固定された [Page No] （データページ番号） で

管理されています。

[ TANK NO. ] は、 HOME 画面から該当タ ン ク選択時に使用される番号で、 ユーザー設定

が可能です。

Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0 Z0R R

TK1 TK2 TK40 TK1 TK40 TK1 TK2 TK3 TK4 TK5 TK6TK1

 

スキャンシーケンス 10　シーケンス TK1　割込みスキャン

103

202

201

003

39

00

01

02

03

001

101

002

204

104

004

102

203

04

05

06

07

08

09

10

06 106701

21

1204 0831

1854 25

アドレスページ

54

12

01

67

21

04

25

06

18

08

31

10

タンクNo.
LOOP 0

LOOP 1

LOOP 2

01

01

01

02 03 04

02 03 04

02 03 04
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タ ン ク No. およびページ No.

注意！

上記の例では、　 [ Tank No : 04 ] は [ Page No : 01 ] に割り当てられ、 [ Sensor Address :

101 ] に登録されています。

異なる [ Page ] に同じ [ Tank No ] を割り振ら ないよ う に注意し て下さい。

7.1.5 密度プロ フ ァ イル 　 処理シーケンス

･ [440: DENSITY ME. SELECT] で [TANK PROFILE 、I/F PROFILE ､ MANU I/F PROFILE] を選択後、 
[G4V4H1~G4V4H7] までの各値を設定し て く だ さい。 

注意！
NMS 液面計 ： プロ フ ァ イル仕様にのみ適用し て下さい。

･ NMS 液面計内部のプロ フ ァ イル開始条件が全て満た される と、 計測動作を開始し ま
す。

[OPE. STATUS] が (2: IN OPERATION) から (5: END /ABNORMAL) に変化し た場合、” 計

測エ ラー終了” と判断し て、 密度プロ フ ァ イル処理を終了し ます。

[OPE. STATUS] が (2: IN OPERATION) から (3: END /NORMAL) に変化し た場合、

” 計測正常終了” と判断し て、 各計測データの読込みを開始し ます。

注意 !
処理の中断を行う場合には、 [STOP] 操作を入力し て く ださい。 

7.1.6 その他

設定データ初期化 

[369] SOFT RESET: ソ フ ト ウ ェ ア リ セ ッ ト のみ実行されデータ初期化は行われません。

[349] DEFAULT VALUES; 

-"RESET CURR. TANK" : 選択されているページのデータ を初期化し ます。
-"RESET ALL TANK" : 全てのページデータ を初期化し ます。

注意 !

[SELECT] キーと [5] キーを押し ながら、 Ｎ Ｒ Ｍ を起動 （電源投入） する と、 全ページ

のデータ を初期化し ます。

データ表示ページ選択

通常は、 HOME 画面から タ ン ク No. を入力し ます。

[SELECT] キーを押し ながら、 [+] キーまたは [-] キーを押す事によ り、 前後のページに
移動する事ができます。 

7. その他の機能
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 2 つのページに同一のタ ン ク No. を設定し た と きの対
処方法

例 : 下表の設定において、ページ 1のタンク No.2 を 1 と間違えた場合

このよ う な場合、 本来のタ ン ク No.2 データは呼び出しは、 不可能です。 
以下の方法を参照し て解除を行います。

･ 間違った タ ン ク No. (2 重登録） がわかっている場合

ト ラ ブルシューテ ィ ング

ページ タ ン ク No. 正しい タ ン ク No. ア ド レス

0 1 1 001

1 1 ( 間違った No.) 2 002

Select1
Tank  No. 0001
Level     3354mm

Tank  No. 0001
In Maintenence

Select Tank  No. 0001
In Maintenence

+

E

+

E

E

+/- E

E (3 秒)

Page   No. 1
Measured Value 1

Page  No. 01
Tank Data 1

Page: 1     Tank: 1
Maintenance
Tank Condition

Page: 1  Tank: 1
0001
Tank Number

Tank  No. 0002
In Maintenence

(Hold)

(5 x)

(3 x)

Page: 1  Tank: 1
0001           0002
Tank Number

(表示)

(通常運転)

(キ-操作)

(メンテナンス中)

1.　タンク1を選択(例)

2.　[SELECT]キーを押しながら、[+]キーを1回押す

3.　[+]キーを1回押し、マトリックス設定モードに入る

4.　[+]キーを5回押す

5.　[E]キーを押して、タンク状態を確認する
　　もし必要な場合には、[+]キーを押して"メ
　　ンテナンス”に変更する

6.　[E]キーを3回押す

7.　タンクNo.を[+]または[-]キーを使用して修正し、　
　　[E]キーを押す

解決方法1(2重登録しているタンクNo.がわかっている場合)

解決方法1(2重登録したタンクNo.がわからない場合)

前述と同様に行うが、どれでもよいから分かっているタンクNo.を選択し、［SELECT］キーを押しながら［+］キー
または［-］キー押して、ページをめくりながら同じタンクNo.が設定されているページを探し修正します。

注意!
タンクNo.を忘れないために、最後にあげるタンクリストを作成するようにしてください。

8 ト ラ ブルシューテ ィ ング
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8.2 NRM のタ ン クデータベース

NRM は下図のよ う なページ概念で各タ ン ク こ とのデータベースを構成し てお り、 常にページ No.
意識する こ とが必要です。 しかし、LCD への表示データはタ ン ク No.( ページ内にセ ッ ト し た別の
No.) で管理し ますので、 混乱がし ないよ う に注意し て く ださい。

注意 !
タンク No. を忘れたり、間違えた場合には、そのタンクにアクセスすることができなくなりま
す。 

データベース構成

MANUAL DATA

TANK DATA 1

TANK DATA 2

STRAPPING TABLE

ST TANK TABLE

CALCULATION

VOL.CALCULATION  (G1)

TK No.

LARM ASSIGNMENT

OUTPUT (G2)

CLOCK

COMMUNICATION

DEVICE NAME

ERROR INFO.

SYSTEM UNITS

SYSTEM DATA

SYSTEM DATA (G3)

MEASURED VALUE 1

ALARM ATATUS

MEASURED VALUE 2

MATRIX OF

STATIC MATRIX  (G0)
PAGE 39

MANUAL DATA

TANK DATA 1

TANK DATA 2

STRAPPING TABLE

ST TANK TABLE

CALCULATION

VOL.CALCULATION  (G1)

TK No.

LARM ASSIGNMENT

OUTPUT (G2)

CLOCK

COMMUNICATION

DEVICE NAME

ERROR INFO.

SYSTEM UNITS

SYSTEM DATA

SYSTEM DATA (G3)

MEASURED VALUE 1

ALARM ATATUS

MEASURED VALUE 2

MATRIX OF

STATIC MATRIX  (G0)
PAGE 01

MANUAL DATA

TANK DATA 1

TANK DATA 2

STRAPPING TABLE

ST TANK TABLE

CALCULATION

VOL.CALCULATION  (G1)

TK No.

LARM ASSIGNMENT

OUTPUT (G2)

CLOCK

COMMUNICATION

DEVICE NAME

ERROR INFO.

SYSTEM UNITS

SYSTEM DATA

SYSTEM DATA (G3)

MEASURED VALUE 1

ALARM ATATUS

MEASURED VALUE 2

MATRIX OF

STATIC MATRIX  (G0)
PAGE 00

8 ト ラ ブルシューテ ィ ング
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8.3 スペアパーツ

スペアパーツはキ ッ ド で構成されています。 NRM571V.4xx のスペアパーツは下図の

オーダー番号でご注文いただけます。 詳細につきま し ては、 最寄のエン ド レスハウ

ザー社にお問合せ く だ さい。

NRM スペアパーツ

017805-0032
017805-0042

017805-0041
017805-0103

017805-0104

017805-0101017805-0102

017805-0031

70106022

017805-0104

017805-0051

017805-0021

017805-0022

017805-0109

017805-0110
58020193

017805-0024 017805-0003

017805-0108

017805-0023

017805-0107
017805-0106

017805-0052

017805-0105

017805-0022

017805-0109

70106023

017805-0021

8 ト ラ ブルシューテ ィ ング
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9 付録 A

9.1 マ ト リ ッ クスの詳細

9 付録 A
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10 付録 B

10.1 算術計算の仕様

10.1.1 レベルデータの丸め

データの小数点第 １ 桁を処理する方法を設定し ます。

10.1.1.1 レベルデータ丸め [380] LEVEL DATA ROUND( レベルハスウシ ョ リ )
この設定が以下の項目に反映されます。
[000] MEASURED LEVEL ( レベル ) 　 [140] MANUAL LEVEL( 液面レベル手入力 )
[143] MANUAL WATER LEV. ( 水尺手入力 ) [161] FLOAT ROOF LEVEL( 浮き屋根浮上レベル )
[168] STRAP WATER LEVEL ( テーブルレベル ) 　 [171] STRAPPING LEVEL( テーブルレベル )

- 10-1mm 「キリ ステ」 を選択する と、 10-1mm が切り捨てられます。
- 10-1mm 「 ４ シ ャ 5 ニュウ｣を選択する と、 10-1mm が丸められます。
- ［NONE] 「シ ョ リ スシナイ」 が選択される と、 丸めが実行されません

10.1.1.2 温度データの丸め [381] TEMP. DATA ROUND( オン ドハシイシ ョ リ )
この設定は [001] LIQUID TEMP.( エキオン ド ) と [008] GAS TEMP.( ガスオン ド ) で反映されます。

- 0.1 ℃ 「タ ン イ」 を選択する と、 丸めが実行されません。
- 0.25 ℃ 「タ ン イ」 を選択する と、 丸めが以下のよ う に実行されます。

ﾐ 0.5 ℃が 「タ ン イ」 を選択する と、 丸めが以下のよ う に実行されます。

10.1.2 タ ン ク選択および FRT/ ST 設定

10.1.2.1 タ ン ク タ イプ選択 [190] TANK TYPE( タ ン ク タ イプ )

タ ン クがコーンルーフ タ ン クまたはド ームルーフ タ ン クのと きは CRT を選択し ます。

タ ン クがフ ローテ ィ ングルーフ タ ン クか、 カバーのある フ ローテ ィ ングルーフ タ ン クのと

きは FRT を選択し ます。

タ ン クが球形タ ン クのと きは ST を選択し ます。

10.1.2.2 FRT 用の項目選択

･ [160] FLOAT ROOF LEVEL( ウキヤネ ジュウ リ ョ ウ )

見掛容量または換算容量演算する必要がある と きにフ ローテ ィ ングルーフの質量を設定

　 し ます。

･ [161] FLOAT ROOF LEVEL( ウキヤネ フジ ョ ウレベル )
浮屋根浮上レベル (FRP) を設定し ます。

･ [195] NET VOL. CALCULAT （カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウ サンシュ ツ）

換算容量演算の式を選択し ます。 「換算容量演算」 を参照し て下さい。

10.1.2.3 ST 用の選択項目

･ [156] TANK CAPACITY( タ ン ク ゼン ヨ ウ リ ョ ウ )
タ ン クの総容量を設定し ます。 この値の球形はタ ン クの重量計算に使用し ます。 
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10.1.3 手入力データ設定 [140] - [147]

レベルと温度のデータ １ つご とに、 手入力設定データからセンサデータに変更し ます。

データ を収集できないと きは、 手入力設定データのまま と し、 算術演算で反映される値を

決定し ます。

1. [140] MANUAL LEVEL( エキ メ ンレベルテニュウ リ ョ ク )

センサからのデータ を取得する と きは、 “－ 1” を設定し ます。

それ以外は、 0 から 99999 （mm） の値を設定し ます。

2. [141] MANUAL LIQ. TEMP.( エキオン ド テニュウ リ ョ ク )

センサからのデータ を取得する と きは、 “－ 100” を設定し ます。

それ以外は、 － 99.9 から＋ 300.0 （℃） の値を設定し ます。

3. [142] MANUAL DENSITY( カ ンサン ミ ツ ド テニュウ リ ョ ク )

密度データ を手入力で設定する と きは、 15 ℃の時の密度データ を入力し ［199］ D15. CALC. 

TAB.( サンシュ ツでエンザンシナイ ) を選択し ます。

センサからの測定データ を使用する と きは、 “－ 1000” を設定し ます。

そ し て、 ［199］ D15 D15.CALC.TAB ( サンシュ ツ ) で測定密度データ を 15 ℃の時のデータ密度

に変換するために使用するテーブルを選択し ます。

テーブル 53、 53A、 53B、 53D から テーブルを選択し ます。

注意！
テーブル 54 の摘要範囲は、 0.420-0.595 です。

4. [143] MANU. WATER LEV ( ミ ズジャ ク テニュウリ ョ ク )
センサから測定データ ( [007] WATER LEVEL ミ ズジャ ク レベル = 上部界面レベル ) を使用する
には、 "-1" を設定し ます。 それ以外は、 0 から 99999 (mm) の間で設定し ます。

5. [144] MANU GAS TEMP.( ガスオン ド テニュウ リ ョ ク )

センサからの測定データ （NMS モー ド １ ［211］ デバイス （1） のデータ） を使用するには、 

“－ 100” を設定し ます。 それ以外は－ 99.9 から＋ 300.0 （℃） の間で設定し ます。

注意！

測定ガス温度入力は､センサが NMS の場合のみ取得できます。

また、 ガス温度用の装置は HART デバイス 1 と し て設定する必要があ り ます。

6.[145] MANU GAS PRESS( ガスアツ リ ョ ク テニュウリ ョ ク )

センサからの測定データ （NMS モー ド １ ［312］ デバイス （2） のデータ） を使用する

には、 “－ 1000” を設定し ます。

それ以外は－ 999.999 から＋ 99.999 （kg/cm ２） の間で設定し ます。

注意！
測定ガス圧力入力は､センサが NMS の場合のみ取得できます。

また、 ガス圧力用の装置は HART デバイス 2 と し て設定する必要があ り ます。

7. [146] MANU. GAS DENS.( ガス ミ ツ ド テニュウ リ ョ ク )

ガス密度データ を設定し ます。 このデータは換算容量演算に反映されます。

8. [147] WATER CONTENT( スイブン リ ョ ウテニュウ リ ョ ク )

水分 （%） を手入力で設定し ます。

このデータは見掛容量と換算容量の計算に反映されます。
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10.1.4 タ ン ク テーブル / 係数設定 [170] - [187]

10.1.4.1 CRT または FRT のタ ン ク テーブル設定

最大で 100 のス ト ラ ッ ピングポイ ン ト のタ ン クテーブルが登録できます。 タ ン ク テーブ

ルを用意し、 以下のステ ッ プに従います。 “XXX” はユーザが入力する数字で、 “タ ン ク

テーブル例” からのものです

タ ン クテーブル例

1.[170] TANK TABLE( タ ン ク テーブルポイ ン タ )
０ に対するテーブルポイ ン タ を設定し ます。

2.[171] STRAPPING LEVEL( テーブルレベル )
タ ン ク テーブルに従っ てレベルを設定し ます。 ( 上の例の 31)
( 最も低いポイ ン ト から始めます )

3.[172] STR. VOL. UP DGT. ( テーブルヨ ウ リ ョ ウ )( レベルに対する容量 - 上位桁 )
タ ン ク テーブルの登録レベルに対する容量を設定し ます （上位桁）。

( 上の例の (0.703) 04300 (kl))

4.[173] STR. VOL. LO DGT 　 （テーブルヨ ウ リ ョ ウ） （レベルに対する容量 - 下位桁）

タ ン ク テーブルの登録レベルに対する容量を設定し ます （上位桁）。

（上の例の (0.703) 　 04300 kl

5.[174] NET AREA UP DGT. ( テーブルヨ ウ リ ョ ウ ) （1mm あた りの換算容量 - 上位桁）

タ ン ク テーブルで 1mm あた りの容量を設定し ます （上位桁）。

（上の例の 0.024 （kl）

6.[175] NET AREA LO DGT. ( テーブルヨ ウ リ ョ ウ ) （1mm あた りの換算容積 - 下位桁）

タ ン ク テーブルで 1mm あた りの容量を設定し ます （下位桁）。

（上の例の （0.024） 18294 （kl））

7.[158] VOLUME CORRECTIO ( ホセイ ヨ ウ リ ョ ウ ) （容量補正）

見掛容量の演算後に見掛容量に加算、 または見掛容量から差し引 く 一定の値を設定し ます。

8.[159] DENSITY CALIBR. ( ケンテイ ミ ツ ド ) （検定密度）

タ ン ク テーブルにこの記述が含まれる と きは値を設定し ます。

9.1.4.2 ST 用のタ ン ク係数設定

タ ン ク係数は 8 ポイ ン ト に分けて登録し ます。

1. [170] TANK TABLE( タ ン ク テーブルポイ ン タ )

0 に対するテーブルポイ ン タ を設定し ます。 最大 ８ ポイ ン ト （0-7） が設定できます。

データ タンクテーブル 計算書

テーブルポ
インタ

レベル
(mm)

容量 (kl)  1 mmあたりの量 (kl)

0

1

31

950

0.70304300

23.67683600

0.02418294

0.02439797

: : : :

これらの行はタンクテーブルには表示されません。( )
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2. [171] STRAPPING LEVEL （テーブルレベル）

タ ン ク テーブルにし たがってレベルを設定し ます。

( 下位から上位にレベルを設定し ます。 )

3. [180] ST CONSTANT P1( タ ン クジ ョ ウスウ P1), [181 ST CONSTANT] P2( タ ン クジ ョ ウスウ P2)

タ ン ク テーブルから レベルに対する定数 を設定し ます。

例 ： ＋ / － X.XXXXYYYYY。 ［180］ に X を設定、 ［181］ に Y を設定。

4. ［182］ タ ン クジ ョ ウスウ Qn1、 ［183］ タ ン クジ ョ ウスウ Qn2

タ ン ク テーブルから レベルに対する定数 Q を設定し ます。

例 ： ＋ / － XXX.XXXYYYYY。 ［182］ に X を設定、 ［183］ に Y を設定。

5. ［184］ タ ン クジ ョ ウスウ Rn1、 ［185］ タ ン クジ ョ ウスウ Rn2

タ ン ク テーブルから レベルに対する定数 S を設定し ます。

例 ： ＋ / － XXXX.YYYYY。 ［184］ に X を設定、 ［185］ に Y を設定。

6. タ ン ク ジ ョ ウスウ Sn1、 ［187］ タ ン クジ ョ ウスウ Sn2

タ ン ク テーブルから レベルに対する定数 S を設定し ます。

例 ： ＋ / － XXXXX.YYYYY。 ［186］ に X を設定、 ［187］ に Y を設定。

7. [170] タ ン ク テーブルポイ ン タ （1） に戻り、

タ ン ク テーブルが完了するまでポイ ン タ 1、 2、 3、 4 とい う よ う に繰り返し ます。

10.1.5 水尺テーブル設定

水尺テーブルは最大 30 ポイ ン ト まで設定する こ とができます。 開始するにはタ ン ク テー

ブルを用意し て下さい。

1.[167] WATER LEVEL TABL. 　 ( ミ ズテーブルポイ ン タ )

0 に対するテーブルポイ ン タ を設定し ます。

2. [168] STRAP WATER LEVEL 　 ( テーブルレベル )

タ ン ク テーブルにし たがってレベルを設定し ます。

3. [169] STRAP WATER VOL. 　 ( テーブルヨ ウ リ ョ ウ )

登録レベルに対する容量を設定し ます。

4. [192] SUBTR. WATER LEV. （ ミ ズジャ ク リ ョ ウシ ョ リ）

水量を差し引 く 方法を選択し ます。

シ ョ リ シナイ を選択する と、 水量が差し引かれません。

ミ カケ ヨ ウ リ ョ ウを選択する と、 水量が見掛容量から差し引かれます。

カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウを選択する と、 水量が換算容量から差し引かれます。

10.1.6 CRT または FRT での水量計算

［190］ タ ン ク タ イプで CRT または FRT が選択されている こ と を確認し ます。

発信器 （NMS） が測定し た水尺レベル、 または手入力値、 およびマ ト リ ッ クスに登録され

た水尺テーブルを使用し て各ステ ッ プ （最大 30 ポイ ン ト ） に対し て比較が実行されます。
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VW =
LW n+1 LWn-

LWx LWn-
+ VWn( VW      - VW    )n+1 n (1)

LW1 LWn< < LWX < LWn+1 < LW 30

VW: 決定すべき水量
        ( ［192］ミズジャクショリでショリシナイが選択されて
　　　　　いるときはVW=0)

LW n LW n+1

LW x: 計測水尺レベル [007]

, : 水尺テーブル ([168] STRAP WATER LEVEL)

VWn VW, n+1 : ストラップ水量 ([169] STRAP WATER VOL.)

LW x < LW1 VW = VW1,

 LWx LW30 VW = VW30,>

のとき

のとき
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10.1.7 見掛容量 （VG） 計算

最初に仮見掛容量 （Vt） を計算し、 次に見掛容量 （VG） を計算し ます。

Vt の計算はタ ン ク タ イプ と ［191］ ミ カケ ヨ ウリ ョ ウ 　 サンシュ ツおよび ［195］ カ ンサン ヨ ウ

リ ョ ウ サンシュ ツでの設定に左右されます。

下表を参照し、 Vt 計算タ イプを選択し ます。

注意！
空欄での選択にかかわらず、 計算は正し く 機能し ます。

10.1.7.1 仮見掛量 (Vt) 計算

Vt 計算タ イプ A
発信器 （NMS） が測定し たレベル、 または手入力値、 およびマ ト リ ッ クスに登録された

タ ン ク テーブルを使用し て各ステ ッ プ （最大 100 ポイ ン ト ） に対し て比較が実行されます。

Vt 計算タ イプ B
発信器 （NMS） が測定し たレベル、 または手入力値、 およびマ ト リ ッ クスに登録された タ ン ク

テーブルを使用し て各ステ ッ プ （最大 100 ポイ ン ト ） に対し て比較が実行されます。

Vt 計算タ イ イプ タ ン ク タ イプ [191] [195]

A

CRT Method 1

FRT Method 1 Method 1/2/3

B

CRT Method 2

FRT Method 2 Method 1/2/3

C FRT Method 1/2 Method 4

D ST

Vt =
Ln+1 Ln-

+ VR( V      - V    )n+1 n (2)

L1 Ln< < L x < L100

L  : [000] ケイソクレベル

Ln L n+1

LR : タンクレベルホセイ ([167] TANK LEV. CORRECT　（レベルホセイチ）
, : テーブルレベル ([171] STRAPPING LEVEL（テーブルレベル）

Vn V, n+1 : テーブルヨウリョウ (  [172]テーブルヨウリョウと  [173] テーブルヨウリョウ２の和 )

+ ) nx LR( L-L

x

VRVR : ホセイヨウリョウ ([158]) VOL. CORRECTIO

  + Vn

Vt = + VR( L   - L    )x n

L1 Ln< < L x < L100

V  : テーブルヨウセキ ( [172] テーブルヨウリョウ [173] テーブルヨウリョウ2の和)

Ln

Lx : [000] ケイソクレベル

: テーブルレベル ([171] STRAPPING LEVEL

: 計算書の1mmあたりの容量V

n

VRVR : ホセイヨウリョウ ([158]) VOL. CORRECTIO

Vn + Vn

Vn

( [174]テーブルヨウリョウと [175]テーブルヨウリョウ4の和

（3）
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Vt 計算タ イプ C
発信器 （NMS） が測定し たレベル、 または手入力値、 およびマ ト リ ッ クスに登録された タ ン ク

テーブルを使用し て各ステ ッ プ （最大 100 ポイ ン ト ） に対し て比較が実行されます。

･ フ ローテ ィ ングルーフが浮上する前の場合 (Lx<FRP)
Lx : [000] ケイ ソ ク レベル

FRP : ウキヤネフ ジ ョ ウレベル ([161] FLOAT ROOF LEVEL)

[191] を ケイサンシ ョ ナシに設定する と、 式 (2) が Vt の計算に使用されます。
[191] を ケイサンシ ョ ナシに設定する と、 式 (3) が Vt の計算に使用されます。

浮屋根の重量による量は、 Vt から差し引 く 必要があ り ます。

Vt 計算タ イプ D
以下の計算は発信器 （NMS） が測定し たレベル、 または手入力値、 およびマ ト リ ッ クス

に登録された タ ン ク係数を使用し て実行されます。 タ ン ク係数は ８ ポイ ン ト に分けて登録

し ます。 ポイ ン タ を ［170］ タ ン ク テーブルポイ ン タ、 レベルを ［171］ テーブルレベルで

登録し ます。

Vt  = Vt - (
BSG

1 1
-     ) FRW （4）

Vt’ : 決定すべき仮見掛容量
Vt : [191] ケイサンショナシの場合            Vt は式 (2)で計算

: 15°C の時の換算密度(g/cm3) ([006] REF. DENSITY（カンサンミツド）

: 検定密度 ([159] DENSITY CALIBR.)　ケイサンミツド

: [191] ケイサンショナシの場合            Vtは式 (3)で計算
Vcf : 容量換算係数
        (“容量換算係数の計算を参照”)

rVcf 15

BSG

FRW: 浮屋根重量  ([160] FLOAT ROOF WEIGH.)（ウキヤネジュウリョウ　FRW）

ρ15

<0 L x < L 1 Vt = P (
1000
Lx+LR

)
3
+ Q 1(

1000
Lx+LR

)
2

+ R1(
1000

x+LR
)

L
+ S1 +

1000
VR

<0 L x < L 2

<0 L x < L n

0 L x L 8< <

Vt = P (
1000
Lx+LR

)
3
+ Q 2(

1000
Lx+LR

)
2

+ R2(
1000

x+LR
)

L
+ S2 +

1000
VR

Vt = P (
1000
Lx+LR

)
3
+ Q n(

1000
Lx+LR

)
2

+ Rn(
1000

x+LR
)

L
+ Sn +

1000
VR

Vt = P (
1000
Lx+LR

)
3
+ Q 8(

1000
Lx+LR

)
2

+ R8(
1000

x+LR
)

L
+ S8 +

1000
VR

7

n -1

1

Vt : 仮見掛容量      小数点数以下ゼロに丸められます
: ケイソクレベル [000]

:  [180] ST CONSTANT P1（タンクジョウスウP1）,
   [181] ST CONSTANT P2（タンクジョウスウP2）で登録された定数

: レベルホセイチ ([157] TANK LEV. CORRECT)

L1 から L8 : [171] STRAPPING LEVEL（テーブルレベル）で登録されたポインタレベル

P

Lx

LR

Q1 から Q8 :   [182] ST CONSTANT Qn1（タンクジョウスウQn1）,
                  [183] ST CONSTANT Qn2 (タンクジョウスウQn2)で登録された定数

R1から R8 :  [184] ST CONSTANT Rn1（タンクジョウスウRn1）,
                [185] ST CONSTANT Rn2（タンクジョウスウRn2）

VR :  [158] VOLUME CORRECTIO　（ホセイヨウリョウ）で登録された容量補正値

（5）

S1 から S8 :  [186] ST CONSTANT Sn1（タンクジョウスウSn1）,
                 [187] ST CONSTANT Sn2（タンクジョウスウSn2）で登録された定数
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10.1.7.2 見掛容量 (VG) 計算

10.1.8 容量換算係数 (Vcf) 計算 

最初に ［194］ NET VOL.CALC. TAB. 　 （カ ンサンケイスウサンシュ ツ） で容量換算係数の式を選

択し ます。

２ 番目に、 ［382］ V.C.F.DIGIT. （ヨ ウ リ ョ ウタ ン イ） で X.XXXX または X.XXXXXX のいずれかに

VCF の桁数を選択し ます。

注意！

換算容量の基準温度が 15 ℃以外の場合、 TABLE6X を選択し、 ［162］ VCF. REF. TEMP. キジュ ン

オン ド で基準温度を設定し ます。

ASTM 

D1250-1980

液体名 密度範囲 

(15 ｰ C)

K0 K1 A B

テーブル 54A 原油 0.6105-1.0750 613.9723 0.0

テーブル 54B 自動車用ガソ リ ン 0.6530-0.7700 346.4228 0.4388 -

燃料油 0.7705-0.7875 - - -0.00336312 2680.3206

灯油

工業用ガソ リ ン

航空機用タービン

0.7880-0.8385 594.5418 0.0 - -

重油、 軽油 0.8390-1.0750 186.9696 0.4862 - -

テーブル 54D 潤滑油 0.8000-1.1640 0.0 0.6278

VG = Vt - VW - V(BS / W) （6）

VW : 式(1）により求められる水量

( [192]でショリシナイまたはカサンヨウリョウが選択されているときVW = 0

（[193]スイブンリョウショリでショリシナイまたはカンサンヨウリョウ
でサシヒクが選択されているとき　V(BS/W)＝0）

Vt : 式 (2)/(3)/(4)/ (5)により求められる仮見掛容量

BS/W　： [147]スイブンリョウテニュウリョクに手入力される水分(％)

V(BS/W) : 水分 (lit.)      -次のように求めます

V(BS/W) = (Vt - VW )
100

BS/W

Vcf = exp[-   T   t( 1.0 + 0.8    T   t) ]

: 15℃の温度換算係数 (1/ ℃)

α α

αα
(    15 )2 ρ

( K0 + K1 ) ρ15
or T = A +T =

(    15 )2 ρ
B

a T

t : 温度差 [  t = t - 15]( ℃)

: 計測温度 (  ℃)t

: 下表を参照K0,K1

15 p : [006]REF/ DENSITY　（カンサンミツド）に登録された15℃の時の換算密度 (g/cm3)

: 下表を参照A,B

（7）
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10.1.8.1 ASTM D1250 T 表 54

For Constants P1, P2, P3 and P4, see Table below.

10.1.8.2 ASTM D1250 表 55

10.1.8.3 ASTM D1250 表 6X

[162] VCF REF. TEMP( キジュ ンオン ド ) で基準温度を設定し ます。

10.1.8.4 ASTM D1555 表 2

温度変換のため、 システムはベンゼン、 ト ルエン、 キシレン、 スチレン、 オル ト キシレン、 メ

タキシレン、 パラキシレン、 シク ロヘキサン、 芳香族 （300） （＝ 300 ～ 350 ）、 お

よび芳香族 （350） （＝ 350 ～ 400  ） に関する ASTM D1555 テーブル ２ を内部的に持っていま

す。

Vcf = 1 + Q1 (t - 15) + Q2 (t - 15)2 (8)

Q1 = -
    15 ρ

+
P1

P2 Q2 = -
 ρ

+
P3

P4

    15

(9)

Vcf =
Vcf(tb / 15)

Vcf(t / 15)
(10)

Vcf(t/15) : 測定温度t でテーブル54A から求められた温度換算係数

Vcf(tb/15) : 測定温度tb でテーブル54A および54B から求められた温度換算係数

tb 　　　　 :  [162]での基準温度
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10.1.8.5 方式 1

[163] VCF FOR CHEMICAL. （カセイ ヒ ン カ ンサンケイスウ） で設定し ます。

10.1.8.6 方式 2

10.1.9 タ ン ク膨張係数 (Kt) 計算

タ ン ク膨張係数 （1/ ℃） を ［164］ TANK EXPAN. COEFF. 　 ( タ ン クボウチ ョ ウケイスウ ) で設定

し ます。

タ ン ク膨張基準温度を ［165］ EXPAN REF. TEMP.( ボウチ ョ ウキジュ ンオン ド ) で設定し ます。

10.1.10 換算容量 (VN) 演算

換算容量は見掛容量、 温度換算係数、 およびタ ン ク膨張係数を使用し て次のよ う に計算されま

す。 用語の定義は本セクシ ョ ンの最後にリ ス ト されています。

10.1.10.1 CRT の換算容量の計算

10.1.10.2 FRT の換算容量の計算

･ フ ローテ ィ ングルーフが浮上する前の場合 (Lx<FRP)
式 (14) と同じ

･ フ ローテ ィ ングルーフが浮上し ている場合 (Lx ｳ FRP)
[195] NET VOL. CALCULAT （カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウサンシュ ツ） の場合、 方式 1

Vcf = 1 + (15 - t)α (11)

t : 液温度 [001]

 : [163]での温度換算係数a

Vcf = 1 + (  15 - 1.0011) - (t - 20)α (12)

t : 液温度 [001]

 : [163]での温度換算係数α

 ρ

 ρ15 : [006]REF. DENSITY　(カンサンミツド)の15℃の時の換算密度(g/cm3)

Kt = 1 +    (t - ta) (13)

Kt : タンク膨張係数　-　小数点以下6桁に丸めます。

 : 液温度 (℃) [001] LIQUID TEMP.(エキオンド)t

ta  : [165]のタンク膨張基準温度 (℃)

β : [164]タンク膨張係数 (1/℃)

β

VN = ( VG - VW) Kt Vcf (1-
100

BS /W
) (14)

VN = ( VG - VW) Kt Vcf (1-
100

BS /W
) - (15)ρ15

FRW
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[195] NET VOL. CALCULAT( カ ンサン ヨ ウリ ョ ウサンシュ ツ ) が方式 2 の場合

[195] NET VOL. CALCULAT( カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウサンシュ ツ） が方式 3 の場合

[195] NET VOL. CALCULAT ( カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウサンシュ ツ ) が方式 4 の場合
式 (14) と同じ

10.1.10.3 ST の換算容量の計算

式 (14) と同じ

注意！
CRT/ST に対し て [195] で何が選択されていても、 計算は正し く 行なわれます。

用語リ ス ト

10.1.11 換算重量 (WN) の計算

　 以下の計算は ［196］ ジュウ リ ョ ウサンシュ ツでの設定に基づきます。

.

10.1.11.1  [196] MASS CALCULATION( ジュウ リ ョ ウサンシュ ツ） がシ ョ リ シナイの場
合

10.1.11.2 [196] MASS CALCULATION( ジュウ リ ョ ウサンシュ ツ ) が方式 1 の場合

VN =  ( VG - VW) Kt  - (
Vcf

) FRW (16)ρ15

1
-

BSG

1
Vcf ( 1-

100
BS/W

)

VN =  ( VG - VW) Kt Vcf  FRW (17)( 1-
100

BS /W ) -
ρ15

1
-

BSG

1
( )

VN : 求めるべき換算容量
VG : 式（6）で求められる見掛換算容量)
VW : 式(1)で求められる水尺量 (リットル)

([192]でショリシナイまたはミカケヨウリョウでサシヒクが選択されているときVW=0

Kt : 式(13)で求められたタンク膨張係数

Vcf : 容量換算係数 (セクション4で求められる)

BS/W : [147]で手入力された水分量 (%)

FRW : フローティングルーフ重量 [160]

([193]でショリシナイまたはミカケヨウリョウでサシヒクが選択されているときBS/W=0

15 : カンサンミツド[006]に登録された15℃の時の換算密度 (g/cm3)ρ

BSG : 検定密度 (ケイテイミツド [159]

WN = 0

WN = VN  15ρ (18)

VN : 式 (14)/(15)/(16)/(17)で求められる換算容量

15 : 15℃の時の換算密度 (g/cm3) ([006] REF. DENSITY　カンサンミツド)ρ
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10.1.11.3  [196] MASS CALCULATION( ジュウ リ ョ ウサンシュ ツ ) が方式 2 の場合

10.1.11.4 [196] MASS CALCULATION( ジュウ リ ョ ウサンシュ ツ ) が方式 3 の場合

10.1.11.5 [196] MASS CALCULATION( ジュウ リ ョ ウサンシュ ツ ) が 方式 4 の場合

WN = VN    15 - 0.0011 )(ρ (19)

VN : 式 (14)/(15)/(16)/(17)で求められる換算容量

15 : 15℃の時の換算密度 (g/cm3) ([006] REF. DENSITY　カンサンミツド)ρ

WN = WI + Wg (20)

WN : 液層重量

WI : ガス部重量

WI = VN   15ρ

VN : 式 (14)/(15)/(16)/(17)で求められる換算容量

15 : 15℃の時の換算密度(g/cm3) [006] REF. DENSITY　（カンサンミツド）ρ

Wg = ( VMAX - VG ) Dg
1

(1 + P)
(

273 + tg

273
)

1000

1

VMAX :  [156] TANK CAPACITY(タンクゼンヨウリョウ)で設定されたタンク全容量

( [156]でタンクの全容量を設定)

VG : 式(6)で求められる見掛容量

Dg : [146] MANUAL GAS DENSI　(ガスミツドテニュリョク)で設定されたガス密度

P : [009]GAS PRESSURE　(ガスアツリョク)でのガス圧力

tg : [008] GAS TEMPERATURE (ガスオンド)のガス温度

WN = WI + Wg (21)

WI : 液層の重量

Wg : ガス部の重量

WI = VN(   15 - 0.0011 )ρ

VN : 式 (14)/(15)/(16)/(17)で求められる換算容量

15 : 15℃の時の換算密度 (g/cm3) ([006] REF. DENSITY (カンサンミツド)ρ

Wg = (VMAX - VG ) (
273 + tg

273
)

1.033

(1.033 + P)

22.4 ρ15
M 1 (  15 - 0.0011)ρ

1000
1

VMAX : [156] TANK CAPACITYタンクゼンヨウリョウで設定されたタンク全容量
([156]でタンク全容量を設定）

VG : 式(6)で求められる見掛容量

tg : [008] GAS TEMPERATURE(ガスオンド)でのガス温度

P : [009] GAS PRESSURE（ガスアツリョク）でもガス圧力

M : [166] MOL WEIGHT(モルケイスウ)でにモル重量
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11 付録 C 

11.1 ホス ト 通信仕様

11.1.1 伝送仕様

接続ケーブル

11.1.2 通信プロ ト コル

NRM では、 ［350］ COMMUNICATION( ホス ト ツウシンプロ ト コル ) で登録された通信プロ ト コル

によ って以下の ４ つのタ イプから通信方法を選択できます。 ４ つすべてでホス ト がマス タ と し

て動作し、 NRM はスレーブ と し て動作し ます。 NRM はホス ト が要求を発行し た場合のみ応答し

ます （NRM は要求を出すこ とができません）。

電気的接続条件 EIA RS232C

同期方法
調歩同期式 ( 非同期 )

無手順

通信手順 双方向半二重通信

接続 ポイ ン ト ・ ツウ ・ ポイ ン ト

通信速度 2400; 4800; 9600; 19200BPS ( 設定可能 )

フ レーム

ス ター ト ビ ッ ト 1 ス ター ト ビ ッ ト

データ 7 ビ ッ ト ; 8 ビ ッ ト

パリ テ ィ 偶数 ; 奇数 ; な し ( 設定可能 )

ス ト ッ プビ ッ ト 1 ス ト ッ プﾋﾞｯﾄ ; 2 ス ト ッ プビ ッ ト  ( 設定可能 )

モー ド
NRM571 側 DTE モー ド

ホス ト 側 DCE モー ド
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通信ポー ト 1 ( ホス ト 用 )

通信ポー ト 2 ( メ ンテナンス用 )

11.1.3 プロ ト コル

11.1.3.1 MDP プロ ト コル
･ 要求伝文

ホス ト は要求伝文を発行し ます。

伝文は､ 96 バイ ト の固定長テキス ト です。

要求伝文 ( ホス ト  - NRM)

･ 応答伝文
NRM が応答し ます。

伝文長は､ 96 バイ ト の固定長テキス ト です。

［023］ V1 COMM. ERR （エラー情報） および ［026］ SENSOR ERROR （センサエラー情報） の内

容を順位 22 から 29 までの TR-1 から 8 が次のよ う に出力されます。

エラー内容に関し ま し ては、 「付録 A 　 マ ト リ ッ クスの詳細」 を参照 く だ さい。

プロ ト コル 詳細

MDP 当社の MDP-II 受信器を使用する I/F 部の通信仕様に

適合し ます。

BBB 当社の BBB 受信器のホス ト 通信仕様に適合し ます。

MODBUS  ("MODBUS プロ ト コル " 参照 )

プロ ト コル 詳細

メ ンテナンス用ソ フ ト ウ ェ ア 
(ToF Tool)

接続ポー ト
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応答伝文 　 （NRM からホス ト ）
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11.1.3.2 BBB プロ ト コル
･ 要求伝文 ( ホス ト から NRM)

伝文長は 10 バイ ト の固定長テキス ト です。

タ ン ク操作を行う場合、 順位 ２ で通信種類に “0 ： 操作指令のみ” を選択する と、 順位 ５ の操作

コー ドへ該当する操作指令を設定し て要求が行われます。
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要求伝文 ( ホス ト から NRM)

･ 応答伝文 (NRM からホス ト )
伝文長は、 29 バイ ト の固定長テキス ト です。

応答伝文 (NRM からホス ト )
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11.1.3.3 MODBUS RTU プロ ト コル

NRM571/MODBUS プ ト ロ コルでは、 以下のア ド レスマ ッ プを選択する こ とができます。

-MAP1 (NRM) : NRM 標準データ マ ッ プ
-MAP2 (FLOAT1): IEEE, FLOAT データ (32 ビ ッ ト )
-MAP3 (FLOAT2): IEEE, FLOAT データ (32 ビ ッ ト )
-MAP4 (MDP): MDP 受信器互換データ マ ッ プ 
-MAP5 (DENSITY): 密度プロ フ ァ イルデータ マ ッ プ

･ モー ド
NRM 571 は、 RTU スレーブモー ドのみサポー ト し ます。

･ メ ッ セージ構成 ・ スレーブア ド レス
各メ ッサージは以下の順で配信およ伝送されます。

･ スレーブア ド レス
1 ～ 247

･ フ ァ ン ク シ ョ ン コー ド
03/04: （保持レジス タの状態読出し／データ リー ド ）
１ フ レームでの最大要求可能データ数 (Maximum registers and Coil block pre-request)

-MAP1 (NRM) : 25 データ
-MAP2 (FLOAT1): 22 データ
-MAP3 (FLOAT2): 40 データ
-MAP4 (MDP): 16 データ
-MAP5 (DENSITY): 105 データ

06/16: （指令メ ッ セージ／データ ラ イ ト 　 ： 　 書込み可能ア ド レスのみ）

･ エラー処理

ＭＯ Ｄ Ｂ Ｕ Ｓ 通信エ ラーが発生する と、 Ｎ Ｒ Ｍ は以下のエ ラー処理を行います。
1. 以下のエ ラーが検出される と、 Ｎ Ｒ Ｍ は無応答と な り ます。
- パリ テ ィ エ ラー
- フ レー ミ ングエ ラー
- オーバーラ ンエ ラー
-CRC エ ラー
- 不正なスレーブア ド レス要求 (1 ～ 247 の範囲外）

2. 要求メ ッ セージの内容にエ ラーがある場合、 Ｎ Ｒ Ｍ は以下のエラー メ ッ セージを返
し ます。

*1: エラーコー ド
ﾐ 01: 不正なフ ァ ン ク シ ョ ン コー ドが要求されま し た。 ( 03, 04, 06, 16 はの除 く )
ﾐ 02: 不正な開始ア ド レスが要求されま し た。
ﾐ 03: 不正な要求レジス タ数が要求されま し た。 ( MODBUS ア ド レスマ ッ プデータ No. )

･ MODBUS ア ド レス表
"MODBUS MAP" 参照

･ データの詳細
1. レベル

データは “mm ” 単位で送信されます。

ホス ト に送られるデータは NRM での丸め ［380 ］ の設定の影響を受けません。

ア ド レス フ ァ ン クシ ョ ン コー ド データ エラーチ ェ ッ ク コー ド

8 ビ ッ ト 8 ビ ッ ト N x 8 ビ ッ ト 16 ビ ッ ト

ア ド レス フ ァ ン クシ ョ ン コー ド エラーコー ド  CRC

8 ビ ッ ト 8 ビ ッ ト *1 16 ビ ッ ト
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2. 温度

データは “℃” 単位で送信されます。

データは小数点以下 １ 桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10-1 乗さ

れます。
ホス ト に送られるデータは NRM での丸め ［381 ］ の設定の影響を受けません。

3. 見掛容量、 換算容量
データは " リ ッ ト ル " 単位で送信されます。

注意！

データは、 ２ つのア ド レスに分割し て送信されます。 データの配置は、

” MODBUS ア ド レス表” を参照し て下さい。

4. 質量

データは “kg ” 単位で送信されます。

注意！
データは、 ２ つのア ド レスに分割し て送信されます。 データの配置は、
” MODBUS ア ド レス表” を参照し て下さい。

5. 換算密度

データは小数点以下 ３  桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10 － 3 乗
されます。

6. ステータ スデータ ( 液面計 ・ 発信器に接続されている外部装置のデータ ) 

7. センサアラーム

ホス ト は最大 ２  ポイ ン ト までのセンサに設定されたハッ シンキ アラーム （H および

L ） を受信する こ とができます。

8. センサエラー
センサーでエ ラーが発生し た場合、 エ ラーコー ドはこのア ド レスに送信されます。
データは 16 進法で送信されます。
コー ドの定義については、 付録 E ： エ ラーを参照し て く だ さい。

9. NRM アラーム
Ｎ Ｒ Ｍ に設定された最大 ８ ポイ ン ト までのアラームが送信されます。
NRM Alarm ( 0 - 255 )  
eg. 1,7,8 ポイ ン ト 目のアラームが発生し た場合、 [ (193 ) 1100 0001 ] を
送信し ます。

データ (16 進 ) H 　 アラーム L 　 ア ラーム

0000 OFF OFF

0001 ON ON

0002 OFF OFF

0003 ON ON
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10. 通信エ ター

センサ通信エ ラーが送信されます。
エ ラーコー ド の定義については、 付録 E ： エ ラーを参照し て下さい。

11. ゲージステータ ス

液面計の動作状況をを送信し ます。
（送信されるデータ） （NRM ［013 ］ のデータ）

12. バラ ンスステータ ス

データはセンサのバラ ンス状態を示し ます。
0000 アンバラ ンス
0001 バラ ンス

13. 水尺

上部界面レベル （データは “mm ” 単位で送信されます）

14. ガス温度
手入力データ [008］ 又は、 センサからの実データが送信されます。
データは小数点以下 １  桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10-1 乗
されます。

15. ガス圧力
手入力データ [008］ 又は、 センサからの実データが送信されます。
データは小数点以下 １  桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10-1 乗
されます。

16. 中部界面レベル
中部界面レベル （データは “mm ” 単位で送信されます）

17. 中層部密度
データは小数点以下 ３  桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10-3 乗
されます。

18. 下層部密度
データは小数点以下 ３  桁まで送信されるため、 10 進法データへの変換後に 10-3 乗
されます。

19. 液面計操作
液面計操作コ マン ド データ を、 HOST 側よ り書込みます。

20. 予備
現在使用されていないア ド レスです。

注意！
MODBUS 　 MAP2 （FLOAT1） 又は、 MAP3 （FLOAT2） を選択し た場合は、
IEEE 32 ビ ッ ト  FLOAT 形式でデータが送信されます。

通信条件
1. 送受信タ イ ミ ング

通信時間
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注意！
通信路線等の状況によ り、 通信エ ラーが発生する可能性があ り ます。 ( ケーブルタ イ
プ、 センサ No. ケーブル距離等 )。 
2. 通信エ ラーを避ける為に、 HOST 側は必ず下記の条件で、 エ ラー処理を実施し て下
さい。

- リ ト ラ イ回数 : ５ 回以上
- リ ト ラ イ間隔 : 1000 ms 以上

3. 操作コ マン ド
ゲージ操作書込みコ マン ドは、 ワンシ ョ ッ ト で送信し て下さい。

MODBUS a ア ド レスマ ッ プ (NRM)

Address Page

Function
 Code Item

Transfer
Range Unit Note

40001 0 03/04 Level 0 to 65535 mm

40002 0 03/04 Temp. -99.9 to 360.0 C  * 10-1

40003 0 03/04 Gross Volume (L) 0 to 99999 L

40004 0 03/04 Gross Volume (H) 0 to 32767 L

40005 0 03/04 Net Volume (L) 0 to 99999 L

40006 0 03/04 Net Volume (H) 0 to 32767 L

40007 0 03/04 MASS (L) 0 to 99999 Kg

40008 0 03/04 MASS (H) 0 to 32767 Kg

40009 0 03/04 REF.Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40010 0 03/04 Status Data 1 0 to 1111

40011 0 03/04 Status Data 2 0 to 1111

40012 0 03/04 Sensor Alarm 0 to 255

40013 0 03/04 Sensor Error 0 to 999

40014 0 03/04 NRM Alarm 0 to 4

40015 0 03/04 Communication Err. 0 to 999

40016 0 03/04 Gauge Status 0 to F

40017 0 03/04 Balance Status 0 to 1

40018 0 03/04 Water Level 0 to 32767 mm

40019 0 03/04 Gas Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40020 0 03/04 Gas Pressure 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40021 0 03/04 Mid. Interface Level 0 to 32767 mm

40022 0 03/04 Mid. Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40023 0 03/04 Bottom Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40024 0 06/16 Gauge Operation 0 to 10 Write Data

40025 0 16 Density Meas. Select 0 to 255 Write Data

40026 0 16 MEAS.POINT SELECT 2 to 16 Write Data

40027 0 16 I/F MANUAL LEVEL 0 to 65535 mm Write Data

40028 0 03/04

Density Profile

 datas

Operation Status 0 to 5

40029 0 03/04 Level Condition 0 to 3

40030 0 03/04 Operation Time(DAY) 01 to 31

40031 0 03/04 Operation Time(HOUR) 00 to 24

40032 0 03/04 Operation Time(MIN.) 00 to 59

40033 0 03/04 Average Density 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40034 0 03/04 Average Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40035 0 03/04 Measured Density 01 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40036 0 03/04 Measured Density 02 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40037 0 03/04 Measured Density 03 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40038 0 03/04 Measured Density 04 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40039 0 03/04 Measured Density 05 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40040 0 03/04 Measured Density 06 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4
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NRM ホス ト 通信 MODBUS ア ド レスマ ッ プ (FLOAT 1)

Address Page
Function

 Code Item
Transfer
Range Unit Note

40001 0 03/04 Level IEEE  FLOAT DATA mm

40002 0 03/04 Temp. C

40003 0 03/04 Gross Volume L

40004 0 03/04 Net Volume L

40005 0 03/04 MASS Kg

40006 0 03/04 REF.Density g/Cm3

40007 0 03/04 Status Data 1

40008 0 03/04 Status Data 2

40009 0 03/04 Sensor Alarm

40010 0 03/04 Sensor Error

40011 0 03/04 NRM Alarm

40012 0 03/04 Communication Err.

40013 0 03/04 Gauge Status

40014 0 03/04 Balance Status

40015 0 03/04 Water Level mm

40016 0 03/04 Gas Temp. C

40017 0 03/04 Gas Pressure kg/Cm2

40018 0 03/04 Mid. Interface Level mm

40019 0 03/04 Mid. Density g/Cm3

40020 0 03/04 Bottom Density g/Cm3

40021 0 06/16 Gauge Operation ( 0 to 10 ) Write Data

40022 0 --- SPARE

40023 1

: :

: :

40045 1

: :

: :

40859 39

: :

: :

40880 39
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NRM ホス ト 通信 MODBUS ア ド レスマ ッ プ (FLOAT 2)

Address Page

Function

 Code Item

Transfer

Range Unit Note

40001 0 03/04 Level IEEE  FLOAT DATA mm

40002 1 03/04 Level mm

40003 2 03/04 Level mm

40004 3 03/04 Level mm

40005 4 03/04 Level mm

40006 5 03/04 Level mm

40007 6 03/04 Level mm

40008 7 03/04 Level mm

40009 8 03/04 Level mm

40010 9 03/04 Level mm

40011 10 03/04 Level mm

40012 11 03/04 Level mm

40013 12 03/04 Level mm

40014 13 03/04 Level mm

40015 14 03/04 Level mm

40016 15 03/04 Level mm

40017 16 03/04 Level mm

40018 17 03/04 Level mm

40019 18 03/04 Level mm

40020 19 03/04 Level mm

40021 20 03/04 Level mm

40022 21 03/04 Level mm

40023 22 03/04 Level mm

40024 23 03/04 Level mm

40025 24 03/04 Level mm

40026 25 03/04 Level mm

40027 26 03/04 Level mm

40028 27 03/04 Level mm

40029 28 03/04 Level mm

40030 29 03/04 Level mm

40031 30 03/04 Level mm

40032 31 03/04 Level mm

40033 32 03/04 Level mm

40034 33 03/04 Level mm

40035 34 03/04 Level mm

40036 35 03/04 Level mm

40037 36 03/04 Level mm

40038 37 03/04 Level mm

40039 38 03/04 Level mm

40040 39 03/04 Level mm
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40041 0 03/04 Temp. C

: : : : : :

40080 39 03/04 Temp. C

40081 0 03/04 Gross Volume L

: : : : : :

40120 39 03/04 Gross Volume L

40121 0 03/04 Net Volume L

: : : : : :

40160 39 03/04 Net Volume L

40161 0 03/04 MASS Kg

: : : : : :

40200 39 03/04 MASS Kg

40201 0 03/04 REF.Density g/Cm3

: : : : : :

40240 39 03/04 REF.Density g/Cm3

40241 0 03/04 Status Data 1

: : : : : :

40280 39 03/04 Status Data 1

40281 0 03/04 Status Data 2

: : : : : :

40320 39 03/04 Status Data 2

40321 0 03/04 Sensor Alarm

: : : : : :

40360 39 03/04 Sensor Alarm

40361 0 03/04 Sensor Error

: : : : : :

40400 39 03/04 Sensor Error

40401 0 03/04 NRM Alarm

: : : : : :

40440 39 03/04 NRM Alarm

40441 0 03/04 Communication Err.

: : : : : :

40480 39 03/04 Communication Err.

40481 0 03/04 Gauge Status

: : : : : :

40520 39 03/04 Gauge Status

Address Page
Function

Code Item

Transfer

Range Unit Note
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40521 0 03/04 Balance Status

: : : : : :

40560 39 03/04 Balance Status

40561 0 03/04 Water Level mm

: : : : : :

40600 39 03/04 Water Level mm

40601 0 03/04 Gas Temp. C

: : : : : :

40640 39 03/04 Gas Temp. C

40641 0 03/04 Gas Pressure kg/Cm2

: : : : : :

40680 39 03/04 Gas Pressure kg/Cm2

40681 0 03/04 Mid. Interface Level mm

: : : : : :

40720 39 03/04 Mid. Interface Level mm

40721 0 03/04 Mid. Density g/Cm3

: : : : : :

40760 39 03/04 Mid. Density g/Cm3

40761 0 03/04 Bottom Density g/Cm3

: : : : : :

40800 39 03/04 Bottom Density g/Cm3

40801 0 16 Gauge Operation  ( 0 to 10 ) Write Data

: : : : : : Write Data

40840 39 16 Gauge Operation  ( 0 to 10 ) Write Data

Address Page
Function

Item

Transfer

Range Unit Note
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NRM ホス ト 通信 MODBUS ア ド レスマ ッ プ (MDP)

NRM ホス ト 通信 MODBUS a ア ド レスマ ッ プ ( 密度プロ フ ァ イル )

Address Page

Function

 Code Item

Transfer

Range Unit Note

40001 0 03/04 Page No. 0 to 39

40002 0 03/04 Level 0 to 65535 mm

40003 0 03/04 Temp. -99.9 to 360.0 C  * 10-1

40004 0 03/04 Water Level 0 to 32767 L

40005 0 03/04 Gross Volume (L) 0 to 99999 L

40006 0 03/04 Gross Volume (H) 0 to 32767 L

40007 0 03/04 Net Volume (L) 0 to 99999 L

40008 0 03/04 Net Volume (H) 0 to 32767 L

40009 0 03/04 MASS (L) 0 to 99999 Kg

40010 0 03/04 MASS (H) 0 to 32767 Kg

40011 0 03/04 REF.Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40012 0 03/04 Gas Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40013 0 03/04 Gas Pressure 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40014 0 --- SPARE

40015 0 --- SPARE

40016 0 --- SPARE

40017 1

: :

40032 1

40625 39

: :

40640 39

Address Page

Function
 Code Item

Transfer
Range Unit Note

40001 0 03/04 Level 0 to 65535 mm

40002 0 03/04 Temp. -99.9 to 360.0 C  * 10-1

40003 0 03/04 Gross Volume (L) 0 to 99999 L

40004 0 03/04 Gross Volume (H) 0 to 32767 L

40005 0 03/04 Net Volume (L) 0 to 99999 L

40006 0 03/04 Net Volume (H) 0 to 32767 L

40007 0 03/04 MASS (L) 0 to 99999 Kg

40008 0 03/04 MASS (H) 0 to 32767 Kg

40009 0 03/04 REF.Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40010 0 03/04 Status Data 1 0 to 1111

40011 0 03/04 Status Data 2 0 to 1111

40012 0 03/04 Sensor Alarm 0 to 4

40013 0 03/04 Sensor Error 0 to 999

40014 0 03/04 NRM Alarm 0 to 4

40015 0 03/04 Communication Err. 0 to 999

40016 0 03/04 Gauge Status 0 to F

40017 0 03/04 Balance Status 0 to 1

40018 0 03/04 Water Level 0 to 32767 mm

40019 0 03/04 Gas Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40020 0 03/04 Gas Pressure 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40021 0 03/04 Mid. Interface Level 0 to 32767 mm

40022 0 03/04 Mid. Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40023 0 03/04 Bottom Density 0 to 3.2767 g/Cm3  * 10-4

40024 0 06/16 Gauge Operation 0 to 10 Write Data

40025 0 16 Density Meas. Select 0 to 4 Write Data

40026 0 16 MEAS.POINT SELECT 2 to 16 Write Data

40027 0 16 I/F MANUAL LEVEL 0 to 65535 mm Write Data

40028 0 03/04

Density Profile

 datas

Operation Status 0 to 5

40029 0 03/04 Level Condition 0 to 3

40030 0 03/04 Operation Time(DAY) 01 to 31
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40041 0 03/04 Measured Density 07 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40042 0 03/04 Measured Density 08 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40043 0 03/04 Measured Density 09 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40044 0 03/04 Measured Density 10 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40045 0 03/04 Measured Density 11 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40046 0 03/04 Measured Density 12 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40047 0 03/04 Measured Density 13 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40048 0 03/04 Measured Density 14 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40049 0 03/04 Measured Density 15 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40050 0 03/04 Measured Density 16 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40051 0 03/04 Measured Position 01 0 to 65535 mm

40052 0 03/04 Measured Position 02 0 to 65535 mm

40053 0 03/04 Measured Position 03 0 to 65535 mm

40054 0 03/04 Measured Position 04 0 to 65535 mm

40055 0 03/04 Measured Position 05 0 to 65535 mm

40056 0 03/04 Measured Position 06 0 to 65535 mm

40057 0 03/04 Measured Position 07 0 to 65535 mm

40058 0 03/04 Measured Position 08 0 to 65535 mm

40059 0 03/04 Measured Position 09 0 to 65535 mm

40060 0 03/04 Measured Position 10 0 to 65535 mm

40061 0 03/04 Measured Position 11 0 to 65535 mm

40062 0 03/04 Measured Position 12 0 to 65535 mm

40063 0 03/04 Measured Position 13 0 to 65535 mm

40064 0 03/04 Measured Position 14 0 to 65535 mm

40065 0 03/04 Measured Position 15 0 to 65535 mm

40066 0 03/04 Measured Position 16 0 to 65535 mm

40067 0 03/04

I/F Density profile

 datas

Operation Status 0 to 5

40068 0 03/04 Level Condition 0 to 3

40069 0 03/04 Operation Time(DAY) 01 to 31

40070 0 03/04 Operation Time(HOUR) 00 to 24

40071 0 03/04 Operation Time(MIN.) 00 to 59

40072 0 03/04 Average Density 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40073 0 03/04 Average Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40074 0 03/04 Measured Density 01 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40075 0 03/04 Measured Density 02 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

Address Page

Function
 Code Item

Transfer
Range Unit Note

40031 0 03/04 00 to 24

40032 0 03/04 Operation Time(MIN.) 00 to 59

40033 0 03/04 Average Density 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40034 0 03/04 Average Temp. -99.9 to 300.0 C  * 10-1

40035 0 03/04 Measured Density 01 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40036 0 03/04 Measured Density 02 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40037 0 03/04 Measured Density 03 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40038 0 03/04 Measured Density 04 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40039 0 03/04 Measured Density 05 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40040 0 03/04 Measured Density 06 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

Operation Time(HOUR)
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40076 0 03/04 Measured Density 03 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40077 0 03/04 Measured Density 04 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40078 0 03/04 Measured Density 05 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40079 0 03/04 Measured Density 06 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40080 0 03/04 Measured Density 07 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40081 0 03/04 Measured Density 08 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40082 0 03/04 Measured Density 09 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40083 0 03/04 Measured Density 10 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40084 0 03/04 Measured Density 11 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40085 0 03/04 Measured Density 12 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40086 0 03/04 Measured Density 13 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40087 0 03/04 Measured Density 14 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40088 0 03/04 Measured Density 15 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40089 0 03/04 Measured Density 16 0 to 3.2767 kg/Cm2  * 10-4

40090 0 03/04 Measured Position 01 0 to 65535 mm

40091 0 03/04 Measured Position 02 0 to 65535 mm

40092 0 03/04 Measured Position 03 0 to 65535 mm

40093 0 03/04 Measured Position 04 0 to 65535 mm

40094 0 03/04 Measured Position 05 0 to 65535 mm

40095 0 03/04 Measured Position 06 0 to 65535 mm

40096 0 03/04 Measured Position 07 0 to 65535 mm

40097 0 03/04 Measured Position 08 0 to 65535 mm

40098 0 03/04 Mesaured Position 09 0 to 65535 mm

40099 0 03/04 Measured Position 10 0 to 65535 mm

40100 0 03/04 Measured Position 11 0 to 65535 mm

40101 0 03/04 Measured Position 12 0 to 65535 mm

40102 0 03/04 Measured Position 13 0 to 65535 mm

40103 0 03/04 Measured Position 14 0 to 65535 mm

40104 0 03/04 Measured Position 15 0 to 65535 mm

40105 0 03/04 Measured Position 16 0 to 65535 mm

40106 1 page 01

: :

40210 1

44096 39 page 39

: :

44200 39

Address Page

Function
 Code Item

Transfer
Range Unit Note
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12 付録 D

12.1 アラーム処理

12.1.1 概要

NRM はマ ト リ ッ クスに登録された設定値および測定データ （レベル、 温度、 および容量データ

など） に基づいて警報の有無 （上限または下限） を判定し ます。 このデータに基づき、 NRM は

該当するデータが警報のシステム定義である上限または下限を上回るかど うかを計算し ます。

アラーム条件が存在し ない場合、 NRM は該当する LCD イ ンジケータ を点滅させながら ブザーを

鳴ら し ます。 ［ALARM ACK］ キーを押すと、 ブザーが停止し、 LCD イ ンジケータが点灯し ます。

［022］ アラーム履歴は最高で 10 までのアラームイベン ト を保存し ます。 （［ALARM ACK］ ス

イ ッ チを押すこ とによ り） アラームに対し て肯定応答する と、 LCD イ ンジケータが消えますが、

過去のアラームは ［022］ アラーム履歴 に表示されます。 10 回を超えるアラームに関するデー

タが蓄積する と、 新しいデータ を受信するつど最も古いデータが削除されます。

12.1.2 アラーム設定

12.1.2.1  ア ラーム設定 [240]-[243]

アラーム設定に関するマ ト リ ッ クス位置は ４ つあり ます。

･ [240] アラームポイ ン タ 　 アラーム選択 ( アラーム出力ポイ ン タ )
ポイ ン ト No. を入力 (0 ～ 7)。 最高 ８ ポイ ン ト までアラーム設定ができます。

･ [241] アラームシュルイ 　 アラーム割当 ( アラーム出力タ イプ )
以下のアラームタ イプから 1 つ選択し ます。

―  な し ： アラーム処理が実行されません。
― 　 レベル ： ［000］ のレベルデータに基づいてアラーム計算が実行されます。

― 　液温度 ： ［001］ の温度データに基づいてアラーム計算が実行されます。

― 　見掛容量 ： ［002］ の見掛容量データに基づいてアラーム計算が実行されます。

― 　換算容量 ： ［003］ での換算容量データに基づいてアラーム計算が実行されます。

― 　重量 ： ［004］ の重量データに基づいてアラーム計算が実行されます。

･ [242] 設定値 ( アラーム設定値 )
このマ ト リ ッ クスは ［242］ 設定値で設定された “アラーム出力タ イプ” に対応する

アラーム設定値 （上限または下限） を登録し ます。 登録値の範囲は下記のとお り です。

- レベル 　 : 0 -99999 mm
- 温度 　 : -99.9 - 300.0 oC
- 見掛容量 : 0-999999.999 kl
- 換算容量 : 0 - 999999.999 kl
- 重量質量 : 0 -999999.999 ton

[243] アラーム割当 ( アラーム出力モー ド )
このマ ト リ ッ ク スは各ポイ ン タ でのアラームが上限アラーム （H） か下限アラーム
（L） のどち ら と し て取り扱われるのかを指定するデータ を登録し ます。

ラベル [240] ｱﾗｰﾑﾎﾟｲﾝﾄ ：

ア ラーム選択

[241] ｱﾗｰﾑｼｭﾙｲ ：

ア ラーム割当

[242] ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲﾁ ：

設定値

[243] ｱﾗｰﾑﾓｰﾄﾞ ：

アラーム割当

例 1 ポイ ン タ No.0 レベル 600 mm L 　 アラーム

例 2 ポイ ン タ No.1 レベル 18000 mm H 　 ア ラーム
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- 高アラーム (H) : 上限
- 低アラーム (L ) : 下限

［240］ に戻り別のアラームポイ ン ト を設定し ます。 1 ～ 4 に し たがっ て最大 ８ つのア
ラームポイ ン ト を設定し ます。

12.1.2.2  ア ラームヒ ステ リ シス設定 [355]-[358]

アラーム設定に対する ヒ ステ リ シスを設定し ます。 例 . 高アラーム設定をレベル 18000mm に設

定する と 18000 mm を超える と、 高アラームが鳴り出し ます。

［355］ レベルケイホウヒ ス で ヒ ステ リ シスを 2 mm に設定する と、 レベルが 18000 － 2 ＝ 

17998 mm に戻るまでアラームが続きます。 この設定値は低アラームにも適用されます。

設定されているアラームに対し て ヒ ステ リ シスを設定する必要があり ます。 た と えば、 容

量アラームが設定されていなければ、 ［357］ ヨ ウ リ ョ ウケイホウヒ スに対する ヒ ステ リ シ

スは設定する必要があり ません。

― ［355］ レベルケイホウヒ ス ： レベルアラームヒ ステ リ シス設定 （0 ～ 999 mm）

― ［356］ オン ド ケイホウヒ ス ： 温度アラームヒ ステ リ シス設定 （0 ～ 99.9 ℃）

― ［357］ ヨ ウ リ ョ ウケイホウヒ ス ： 見掛容量 / 換算容量アラームヒ ステ リ シス設定 　
（0 ～ 99.999 kl）

― ［358］ ジュウ リ ョ ウケイホウヒ ス ： 重量アラームヒ ステ リ シス設定 （1 ～ 99.999 kl）

12.1.3 アラーム計算

12.1.3.1 アラームヒ ステ リ シス計算
システムにはアラーム出力に一定の自由度があり、 測定量が設定限度値のいずれかに近

づ く 時のわずかの変動によ り アラームが繰り返しオン、 オフ動作をする こ と を未然に防ぎ

ます。

例 : 上限アラーム

限度ア ラーム

12.1.3.2 レベルアラーム計算
･ レベル上限アラーム計算

Lx ： ［000］ レベルでに測定レベルの値
Ls ： ［242］ ア ラームセ ッ テイチで登録された値
Lh ： ［355］ レベルケイホウ ヒ スでのレベルアラームヒ ステ リ シス

ON 上限設定値

ONOFF

OFF OFF

ON

ONOFF

OFF OFF

アラーム動作 アラーム動作

ヒステリシス設定値 ヒステリシス設定値

下限設定値

上昇中   Lx - Ls

下降中   Lx - Ls + Lh < 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF
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･ レベル下限アラーム計算

12.1.3.3 温度アラーム計算
･ 上限アラーム計算

Tx : [001] エキオン ド での温度
Ts: [242] セ ッ テイチで登録された値
Th: [356] オン ド アラームヒ スでのオン ド アラームヒ ステ リ シス

･ 下限アラーム計算

12.1.3.4 見掛容量アラーム計算

･ 上限アラーム計算

VGx ： ［002］ ミ カケ ヨ ウ リ ョ ウでの容量
VGs ： ［242］ アラームセ ッ テイチで登録された値
Vh ： ［357］ ヨ ウ リ ョ ウケイホウ ヒ スでの見掛容量アラームヒ ステ リ シス

･ 下限アラーム計算

12.1.3.5 換算容量アラーム計算

･ 上限アラーム計算

VNx ： ［003］ カ ンサン ヨ ウ リ ョ ウでの容積
VNs ： ［242］ アラームセ ッ テイチで登録された値

･ 下限アラーム計算

上昇中   Lx - Ls

下降中   Lx - Ls - Lh > 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF

上昇中   Tx - Ts

下降中   Tx - Ts + Th < 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF

上昇中    Tx - Ts

下降中   Tx - Ts - Th > 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF

上昇中    VGx - VGs

下降中   VGx - VGs + Vh < 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF

上昇中    VGx - VGs

下降中   VGx - VGs - Vh > 0

0 : アラーム　ON

: アラーム　OFF

上昇中   VNx - VNs

下降中   VNx - VNs + Vh < 0

0 : アラーム ON

: アラーム OFF

上昇中   VNx - VNs

下降中   VNx - VNs - Vh > 0

0 : アラーム ON

: アラーム OFF
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12.1.3.6 換算重量アラーム計算

･ 上限アラーム計算

WNx ： ［004］ ジュウ リ ョ ウでの重量
WNs ： ［242］ アラームセ ッ テイチで登録された値
Wh ： ［358］ ジュウ リ ョ ウ ALM ヒ スでの重量アラームヒ ステ リ シス

･ 下限アラーム計算

12.1.4 アラーム表示 

前記のアラームのいずれかが発生する と、 ホーム

ポジシ ョ ンの４ 行目が次のよ う に表示し ます。
また、 ４ 行目は点滅し ます。

注意！
マ ト リ ッ クス画面にはアラームが表示されません ( ブザーが鳴り ます )。

(*1) : XXXX = [182] タ ン ク No.、 に登録されたタ ン ク番号

12.1.5 アラーム肯定応答

ア ラーム状態が存在する と、 NRM が該当する LCD イ ンジケータ を点滅させながら ブ
ザーを鳴ら し ます。 ［ALARM ACK］ ブザーを押すと ブザーが止ま り、 LCD イ ンジケー
タの点滅を止めます。

アラームの種類 アラームモー ド 表示書式

1. レベル l 0 : 上限 XXXX (*1) LEVEL H

1 : 下限 XXXX LEVEL L

2. 液温度 0 : 上限 XXXX TEMP. H

1 : 下限 XXXX TEMP. L

3. 見掛容量 0 : 上限 XXXX G-VOL. H

1 : 下限 XXXX G-VOL. L

4. 換算容量 0 : 上限 XXXX N-VOL. H

1 : 下限 XXXX N-VOL. L

5. 換算重量 0 : 上限 XXXX MASS H

1 : 下限 XXXX MASS L

上昇中    WNx - WNs

下降中   WNx - WNs + Wh < 0

0 : アラーム ON

: アラーム OFF

上昇中   WNx - WNs

下降中   WNx - WNs - Wh > 0

0 : アラーム ON

: アラーム OFF

TANK NO. 0001
LEVEL
TEMP.
0001 LEVEL H

15422 mm
0.0  C
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12.1.5.1 ホームポジシ ョ ンで

･ アラーム発生

複数のアラームが同時に発生する場合、 LCD の画面スペースに限りがあるため、 シ

ステムは １ つのイベン ト のデータ だけを表示できます。 最初のアラームへの肯定応答

のあと で ［ALARM ACK］ キーを連続し て押すこ とによ り連続的にアラームを表示さ

せる こ とができます。

･ アラーム再肯定応答

アラームに肯定応答を行な う と、 LCD はレベル、 温度および容積に関するデータの

通常表示に戻り ます。 ［ALARM ACK］ キーを この時点で押すと、 システムはアラー

ムが鳴っている タ ン クに関するアラームデータ を表示し ます。 アラームデータが削除

されるまで ［ALARM ACK］ キーを押し続けます。

12.1.5.2  マ ト リ ッ ク ス位置で
マ ト リ ッ クス画面はアラームデータ を表示し ません。 アラームが発生する と、 ブザーが

鳴るだけです。 アラームへの肯定応答を行な う には、 ホームポジシ ョ ンに戻り、 ［ALARM

ACK］ キーを押し ます。
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13 付録 E

13.1 許容値と エラー再試行設定 [372]-[375]

以下のマ ト リ ッ クスを設定し、 エラーの検出方法を決定し ます。

･ [372] LEV.CHANG.ALLOW レベルヘン ド ウケンシュ ツ ( レベル変動検出量 )

　 ＋または－を使ってレベル変動に対する許容限度を設定し ます。

･ [373] TEMP. CHANG. ALLOW 　 オン ド ヘン ド ウケンシュ ツ ( 温度変動検出量 )

　 ＋または－を使って温度変動に対する許容限度を設定し ます。

･ [374] LEV. RETRY NO. 　 レベルエラーリ ト ラ イ ( レベルリ ト ラ イ回数 )

　 ＋または－を使ってレベル変動チ ェ ッ クの再試行回数を設定し ます。

･ [375] TEMP. RETRY NO. オン ド エラーリ ト ラ イ ( 温度リ ト ラ イ回数 )

＋または－を使って温度変動チ ェ ッ クの再試行回数を設定し ます。

13.2 エ ラータ イプ

NRM の動作中にエ ラーが検出される と、 システムは以下のエ ラーコ メ ン ト を表示し、
エ ラーが発生し たこ と を知らせます。 通常、 エ ラーは以下の ３ 種類に分類する こ とが
できます。

- システムエ ラー ： NRM での重大エ ラーまたは故障時｡
- センサ通信エ ラー ： センサとの通信エ ラー
- センサエ ラー ： センサが NRM に通知するセンサエ ラー

エラー処理では、 以下よ う に優先順位が与えられます。
1. システムエラー
2. センサー通信エラー
3. センサーエラー

13.2.1 システムエラー

NRM は内部 RAM と ROM のデータ をたえずチ ェ ッ ク し、 エ ラーが発生し ていればそれ
を表示し ます。 システムエ ラーはホームポジシ ョ ン と マ ト リ ッ ク スポジシ ョ ンの両方
でたえず表示されます。

エラー表示 内容 対処

V1 CPU エラー V1 基板の CPU 故障 ボー ド を交換

メ イ ン CPU エラー メ イ ン基盤の CPU 故障 ボー ド を交換

13. 付録 E



タ ン ク コ ンピ ュータ NRM571

Endress+Hauser 89

13.2.2 V1 通信エラー

NRM はフ リースキャ ンによ り たえずデータ を収集し、 この動作中にセンサとの通信に
エ ラーを検出する と、 ホームポジシ ョ ンだけがそのエ ラーを表示し ます。

13.2.3 センサーエラー [026]

センサは下記のエ ラーを検出し、 エ ラーを NRM に伝え、 NRM は受信し たエラーを表
示し ます。 エ ラーの原因と講じ るべき処置を見つけるには、 該当するセンサの操作マ
ニュアルを参照し て下さい。

エラー
番号

内容 対処

1 旧通信でのス ター ト コー ド エラー NRM と センサをつなぐケーブルの断線または短

絡

2 旧通信での ト ータルマーク エ
ラー

ノ イズの混入。 ノ イズ源の調査。

3 旧通信でデータ ２ 度読み不一致 ノ イズの混入。 ノ イズ源の調査。

4 旧通信でのセレ ク ト エラ - センサのセレ ク ト コー ドが正し く 設定されてい

ない

5 旧通信でのレベル BCD エ ラー センサのレベルエン コーダを修理

6 レベル変動エラー ノ イズの混入。

センサのレベルエン コーダを修理。

7 温度変動エ ラ ノ イズの混入。 温度センサの点検、 修理。

8 V1 通信で STX が検出不能 NRM と センサの間のケーブルの
断線または短絡

9 V1 通信でのパリ テ ィ エ ラー ノ イズの混入。 ノ イズ源の調査。

10 V1 通信での物理ア ド レスエ
ラー

センサのセレ ク ト コー ドが
正し く 設定されていない

11 V1 通信でのデータ ア ド レスエ
ラー

通信プロ ト コル異常

12 V1 通信で ETX 検出異常 ノ イズの混入。 ノ イズ源の調査。

13 V1 通信でのチ ェ ッ クサム エ
ラー

ノ イズの混入。 ノ イズ源の調査。

No. 内容

0 エラーな し

1 Over Tension

2 Under Tension

3 Level A/D Error

4 Level Error ( 追従エラー )
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13.3 タ ン ク No. リ ス ト

タ ン ク管理の混乱を避けるために、 NRM の操作前にタ ン ク No. リ ス ト を作成し ま し ょ
う 。

ページ No. タ ン ク No.
デフ ォル ト

客先による タ ン ク No. 設定 タ ン クア ド レス

00 01

01 02

02 03

03 04

04 05

05 06

06 07

07 08

08 09

09 10

10 11

11 12

12 13

13 14

14 15

15 16

16 17

17 18

18 19

19 20

20 21

21 22

22 23

23 24

24 25

25 26

26 27

27 28

28 29

29 30

30 31

31 32

32 33

33 34

34 35

35 36

36 37

37 38

38 39

39 40
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●機器調整 ( 新規調整、再調整、故障 ) 不適合に関するお問い合わせ

　 サービス部ヘルプデスク課

     〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

     Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載、複製はご遠慮 く だ さい。また、記載内容は

お断り な く 変更する こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

Tel.  022(265)2262    Fax.  022(265)8678

■新潟サービス
〒 950-0951 　 新潟市鳥屋野 3-14-13 　 ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel.  025(285)0611    Fax.  025(284)0611

Tel.  0436(23)4601    Fax.  0436(21)9364

■千葉サービス
〒 290-0054 　 千葉県原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel.  042(314)1912    Fax.  042(314)1941

■東京サービス
〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel.  045(441)5701    Fax.  045(441)5702

■横浜サービス
〒 221-0045 　 横浜市神奈川区神奈川 2-8-8 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel.  052(795)0221    Fax.  052(795)0440

■名古屋サービス
〒 463-0088 　 名古屋市守山区鳥神町 88

Tel.  06(6389)8511    Fax. 06389)8182

■大阪サービス
〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4

Tel.  086(445)0611    Fax.  086(448)1464

■水島サービス
〒 712-8061 　 岡山県倉敷市神田 　 1-5-5

Tel.  0834(64)0611    Fax.  0834(64)1755

■徳山サービス
〒 746-0028 　 山口県周南市港町 1-48 　 三戸ﾋﾞﾙ

Tel.  093(963)2822    Fax.  093(963)2832

■小倉サービス
〒 802-0971 　 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

■仙台サービス
〒 980-0011 　 仙台市青葉区上杉 2-5-12 　 今野ﾋﾞﾙ

■計量器製造業登録工場 ■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）


